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● 第２回東御市花いっぱいコンクール結果発表（6～7）● 第２回東御市花いっぱいコンクール結果発表（6～7）
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金　　額年　度

1,515,12212

1,773,45413

1,512,71314

1,684,10715

1,600,79316

一般会計決算額の推移
歳入　　　 　　（単位：万円）

金　　額年　度

1,444,93412

1,710,85213

1,442,19914

1,567,65815

1,527,69416

歳出　　　　　（単位：万円）

　

平
成　

年
度
の
東
御
市
に
お

１６

け
る
一
般
・
特
別
・
企
業
そ
れ

ぞ
れ
の
会
計
決
算
が
、
市
議
会

第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
平
成　

年
度
の

１６

決
算
は
、
東
御
市
と
し
て
初
め

て
の
決
算
で
す
。
一
般
会
計
の

決
算
額
は
、
歳
入
総
額
１
６
０

億
７
９
３
万
円
（
う
ち
未
収
金

４
億
３
千
４
４
万
円
）、
歳
出

総
額
１
５
２
億
７
千
６
９
４
万

円
（
う
ち
未
払
金
５
億
１
千
２

５
２
万
円
）
で
、
未
収
未
払
金

を
除
く
新
市
と
し
て
の
純
粋
な

決
算
額
は
、
歳
入
１
５
５
億
７

千
７
４
９
万
円
、
歳
出
１
４
７

億
６
千
４
４
２
万
円
の
黒
字
決

財政調整基金積立金 …………………… 5億4,539万円

公共施設整備基金積立金 ………………… 4億573万円

減債基金積立金 ………………………… 2億3,580万円

合併関連事業費 ……………………………… 8,850万円

参議院議員選挙費 …………………………… 2,345万円

市議会議員選挙費 …………………………… 2,097万円

市長選挙費 …………………………………… 1,276万円

市立保育所運営費 ……………………… 2億4,137万円

介護保険特別会計繰出金 ……………… 2億3,306万円

児童手当・児童扶養手当費 …………… 2億3,100万円

老人保健特別会計繰出金 ……………… 1億6,574万円

生活保護費 ……………………………… 1億2,932万円

老人医療等福祉医療費 ………………… 1億1,862万円

国民健康保険特別会計繰出金 …………… 1億997万円

私立保育園運営委託事業費 ………………… 9,381万円

焼却場運営広域負担金（上田・川西） … 2億7,165万円

病院事業会計繰出金 …………………… 1億5,364万円

ごみ分別収集費 ………………………… 1億1,863万円

し尿処理運営広域負担金（上田・川西） …… 9,364万円

各種予防・検診事業費 ……………………… 5,583万円

総　　務　　費

民　　生　　費

衛　　生　　費

歳入

　

歳
入
を
構
成
比
で
み
る
と
、
市

税
な
ど
の
自
主
財
源
は　

・
６
％
、

４７

国
や
県
の
補
助
金
な
ど
の
依
存
財

源
は　

・
４
％
と
な
り
ま
し
た
。

５２

160億
793万円

算
と
な
り
ま
し
た
。
一
般
会
計

を
中
心
に
決
算
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

（
注　

金
額
に
つ
い
て
は
四
捨

五
入
の
都
合
上
合
計
金
額
と
一

致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）
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常備消防広域負担金 …………………… 2億9,234万円

消防団員報酬 ………………………………… 1,780万円

消防施設費 ……………………………………… 986万円

自主防災費 ……………………………………… 191万円

和コミュニティセンター建設事業費 ……… 4.336万円

滋野小学校暖房設備改修事業費 …………… 3,239万円

伝統的建造物群保存事業費 ………………… 2,703万円

文化会館自主事業費 ………………………… 2,662万円

祢津小学校大規模改造事業費 ……………… 2,231万円

小学校内LAN整備事業費 …………………… 1,919万円

移動図書館車購入費 ………………………… 1,240万円

国際交流事業費 ………………………………… 556万円

消　　防　　費

教　　育　　費

▲多くの市民が訪れる農産物
　加工施設

▲本を満載した新しい移動図書館車

歳出

　

歳
出
の
ト
ッ
プ
は
総
務
費
で
全
体
の　

・
５

２６

％
を
占
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
各
種
積
立
金
が
多

か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
第
２
位
は
民

生
費
の　

・
０
％
、
第
３
位
は
公
債
費
の　

・

１７

１４

３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

152億
7,694万円

農業集落排水事業特別会計繰出金 …… 2億8,280万円

湯楽里館管理運営委託料 ……………… 1億2,374万円

所沢川水系土地改良区補助金 ………… 1億1,400万円

中山間地等直接支払制度費 ……………… 1億282万円

農産物加工施設建設事業費 ………………… 9,614万円

松くい虫防除対策事業費 …………………… 2,773万円

中小企業振興資金等預託金 …………… 1億6,500万円

芸術むら公園運営委託料 ……………… 1億2,140万円

ゆうふるtanaka管理運営委託料 ………… 1億836万円

御牧乃湯運営委託料 ………………………… 7,886万円

路線・巡回等バス運行事業費 ……………… 6,611万円

観光対策事業費 ……………………………… 2,741万円

公共下水道事業特別会計繰出金 …………… 8億16万円

羽毛山住宅団地第１期建設事業費 …… 2億1,654万円

道路新設改良費 ………………………… 1億1,540万円

特定環境保全公共下水道事業特別会計繰出金

　　　　　　　　　　　　　　　 ………… 1億20万円

県営街路事業負担金 ………………………… 7,620万円

田中商店街電柱セットバック補償費 ……… 5,626万円

農林水産業費

商　　工　　費

土　　木　　費
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特別会計等の決算額
単位：万円

支　出収　入会　　計　　名

23億4,77125億226国民健康保険

特　
　

別　
　

会　
　

計

27億7,55427億8,172老人保健

18億71418億5,014介護保険

3,9472,344
地域改善地区住宅
改修資金等貸付事業

681681地域特別賃貸住宅事業

12億3,46012億5,238公共下水道事業

1億3,1791億3,270
特定環境保全
公共下水道事業

4億2,9304億3,346農業集落排水事業

00工業地域開発事業

775775公共用地取得

5,6306,401有線テレビ

1億5,3251億5,325診療所

6億7,5307億1,196収益的
水道事業

企

業

会

計

3億4,9581億1,586資本的

12億7,09911億3,550収益的
病院事業

4,3090資本的

金　　額項　　目

5,542議会費

125,769総務費

80,900民生費

31,937衛生費

33,896農林水産業費

25,666商工費

53,354土木費

13,260消防費

36,380教育費

67,930公債費

587災害復旧費

475,221全体平均

市民一人当たりに使われたお金
（単位：円／人）

金　　額項　　目

62,881固定資産税

40,707住民税

6,588都市計画税

6,656市たばこ税

1,995軽自動車税

143入湯税

118,970全体平均

市民一人当たりが納めた市税
（単位：円／人）

第４４回  衆議院議員総選挙
市の小選挙区の投票率は73.86％

　

衆
議
院
の
解
散
に
伴
う
第　

回
４４

衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、
９
月　
１１

日
に
投
票
、
即
日
開
票
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
選
挙
は
関
心
が
高
か

っ
た
背
景
か
ら
、
長
野
県
第
３
選

挙
区
に
お
い
て
も
前
回
総
選
挙

（
平
成　

年　

月
）
に
お
け
る
投

１５

１１

票
率　

・　

％
を
５
・　

ポ
イ
ン

６５

７６

９６

ト
上
回
り
、　

・　

％
と
い
う
結

７１

７２

果
で
し
た
。

　

ま
た
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

で
も
、
県
全
体
の
投
票
率
で
前
回

の　

・　

％
を
５
・　

ポ
イ
ン
ト

６５

９３

７３

上
回
り
、　

・　

％
と
い
う
結
果

７１

６６

で
し
た
。

小選挙区選出議員選挙・東御市開票区の結果

計女男

24,83112,77312,058当日の有権者数（人）

18,3409,4478,893投　票　者　数（人）

73.86％73.96％73.75％投　票　率

比例代表選出議員選挙・東御市開票区の結果

計女男

24,84612,77912,067当日の有権者数（人）

18,3469,4518,895投　票　者　数（人）

73.84％73.96％73.71％投　票　率

長野県第３選挙区
東御市開票区候補者別得票結果

（届出順）

第３選挙区
結　　果

東御市開票区
得　票　数

102,8897,089いわさき忠夫

34,6691,986いわや　昇介

143,7288,873羽田　つとむ

比例代表・東御市開票区政党別得票結果
（名称登載順）

長野県結果
東御市開票区
得　票　数

政党等の名称

88,1901,054社 会 民 主 党

53,527780国　民　新　党

437,8616,844民　　主　　党

391,3854,852自 由 民 主 党

136,4382,736公　　明　　党

127,2041,531日 本 共 産 党

第２０回最高裁判所裁判官国民審査の
投票結果は次のとおりです　　　　

計女男

24,83112,77312,058
審査当日の
有権者数（人）

17,3428,8698,473投票者数（人）

69.84％69.44％70.27％投　票　率
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ア
ス
ベ
ス
ト
検
査
費
用
を

　
　
　
　
　
　

補
助
し
ま
す

 
「
ア
ス
ベ
ス
ト
相
談
窓
口
」
市
民
課
生
活
環
境
係
�　

―
５
８
９
６

６４

　

市
で
は
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る

相
談
窓
口
を
開
設
し
、
検
査
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

○
ア
ス
ベ
ス
ト
と
は
？

　

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
は
、
天

然
の
鉱
物
繊
維
で
、
断
熱
性
、
防

火
性
、
耐
薬
品
性
な
ど
に
優
れ
て

お
り
、
建
設
資
材
を
は
じ
め
、
電

気
製
品
、
自
動
車
、
家
庭
用
品
な

ど
、
身
の
回
り
の
い
ろ
い
ろ
な
も

の
に
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
現
在
、
空
気
中
の
ア
ス

ベ
ス
ト
を
吸
い
込
む
こ
と
で
石
綿

肺
、
肺
ガ
ン
、
悪
性 
中 

ち
ゅ
う 

皮  
腫 
な
ど

ひ 

し
ゅ

を
引
き
起
こ
す
健
康
被
害
が
大
き

な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
市
民
の
安
心
･
安
全
の

確
保
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

○
各
種
相
談
の

　
　
　

問
い
合
わ
せ
先

◆
健
康
相
談

　

市
役
所
健
康
保
健
課
保
健
係

　

（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
保
健

　

セ
ン
タ
ー
）　

―
8
8
8
2

６４

　

市
民
病
院　
　

―
０
０
５
０

６２

　

長
野
県
上
田
保
健
所
保
健
予
防

　

課　
　

―
7
1
4
9

２５

　

小
諸
厚
生
総
合
病
院

　

0
2
6
7
―　

―
1
0
7
0

２２

　

佐
久
総
合
病
院   

   
0
2
6
7
―　

―
3
1
3
1

８２

◆
建
材
・
建
築
物
相
談

　

市
役
所
建
設
課
管
理
係

　
　

―
５
８
８
２

６４

　

長
野
県
上
小
地
方
事
務
所
建
築

　

課　
　

―
7
1
4
2

２５

◆
総
合
的
な
相
談

　

市
役
所
市
民
課
生
活
環
境
係

　
　

―
5
8
9
6

６４
○
ア
ス
ベ
ス
ト
検
査
費
用
の

　

補
助
を
新
設
し
ま
す

◆ 
補
助
の
概
要

�
個
人
又
は
、
企
業
等
が
所
有
す

る
建
築
物
等
の
飛
散
性
ア
ス
ベ

ス
ト
や
建
材
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト

が
含
ま
れ
て
い
る
か
調
査
す
る

検
査
に
要
す
る
経
費
に
対
し
、

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

�
補
助
金
額
は
、
検
査
に
要
し
た

費
用
の
2
分
の
1
と
し
、
上
限

1
万
5
千
円
と
し
ま
す
。

�
補
助
金
の
交
付
は
、
�
の
建
築

物
の
一
体
の
建
材
に
つ
き
一
回

限
り
と
し
ま
す
。

○
公
的
建
物
の
ア
ス
ベ
ス

　

ト
調
査
を
し
ま
し
た

　

市
で
は
７
月
中
旬
か
ら
、
公
共

施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
調
査
は
設
計
図

書
及
び
目
視
に
よ
る
調
査
を
行
い
、

疑
わ
し
い
施
設
に
つ
い
て
は
、
市

内
の
専
門
業
者
に
依
頼
し
検
体
検

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
市
全
体
で

は
学
校
、
保
育
園
な
ど　

施
設
の

５７

調
査
を
行
い
、
５
施
設
６
箇
所
か

ら
ア
ス
ベ
ス
ト
が
検
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

検
出
さ
れ
た
の
は
、
中
央
保
育

園
遊
戯
室
天
井
、
北
御
牧
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
天
井
、
市
役
所
本
庁

舎
一
階
事
務
室
一
部
天
井
・
地
下

機
械
室
の
ア
ス
ベ
ス
ト
吹
き
つ
け

部
分
で
、
ま
た
祢
津
小
学
校
体
育

館
天
井
に
石
綿
フ
ェ
ル
ト
の
貼
り

付
け
、
東
御
中
央
公
園
第
二
体
育

館
入
口
ホ
ー
ル
天
井
に
石
綿
ボ
ー

ド
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
中
央
保
育
園
遊
戯

室
天
井
、
北
御
牧
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
天
井
、
市
役
所
本
庁
舎
一
階

事
務
室
一
部
天
井
の
３
施
設
に
つ

い
て
は
、
既
に
囲
い
込
み
工
事
に

よ
り
空
気
中
へ
の
飛
散
防
止
対
策

が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
そ
こ
に

　

あ
る
こ
と
自
体
が
直
ち
に

　

問
題
と
な
る
の
で
は
な
く
、

　

飛
び
散
る
こ
と
、
吸
い
込

　

む
こ
と
が
問
題
と
な
り
ま

　

す

　

さ
ら
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
検
出
さ
れ
た

施
設
の
空
気
環
境
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
濃

度
測
定
を
実
施
し
た
結
果
、
１
リ
ッ
ト

ル
に
つ
き
ア
ス
ベ
ス
ト
繊
維
が
１
・
０

本
か
ら
２
・
１
本
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
大
気
汚
染
防
止
法
の
ア
ス
ベ
ス

ト
工
場
･
事
業
所
の
敷
地
境
界
線
に
お

け
る
大
気
中
の
濃
度
の
基
準
と
し
て
定

め
ら
れ
て
い
る
１
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
ア

ス
ベ
ス
ト
繊
維
が　

本
と
す
る
基
準
を

１０

大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
も
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
の
可

能
性
は
少
な
く
、
人
体
に
も
直
ち
に
影

響
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
市
で
は

よ
り
安
全
を
図
る
た
め
、
ア
ス
ベ
ス
ト

が
検
出
さ
れ
た
す
べ
て
の
施
設
に
つ
い

て
、
今
年
度
か
ら
来
年
度
に
お
い
て
除

去
工
事
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
中
に
祢
津
小
学
校
体
育
館
、
東

御
中
央
公
園
第
二
体
育
館
入
口
ホ
ー
ル
、

北
御
牧
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
除
去
工

事
、
来
年
度
に
市
役
所
の
除
去
工
事
を

実
施
し
、
中
央
保
育
園
は
来
年
度
改
築

に
伴
い
建
物
を
解
体
す
る
予
定
で
す
。

　

総
務
課
財
政
係　

�　

―
５
８
０
５

６４

公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアススススススススススススススススススススススススススススススススベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベスススススススススススススススススススススススススススススススストトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト　 公的建物アスベスト
調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果　　　　　　調査結果のののののののののののののののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせお知らせ
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最
優
秀
賞 
（
花
壇
の
部
）

コ
ト
ヒ
ラ
工
業

　
　
　
 
株
式
会
社
（
桜
井
）

　

３
年
連
続
の
最
優
秀
賞
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
の
花
壇
は
、

花
文
字
を
取
り
入
れ
た
デ
ザ
イ
ン

で
、
た
い
へ
ん
彩
り
の
美
し
い
作

品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
管

理
が
と
て
も
行
き
届
い
た
す
ば
ら

し
い
花
壇
で
す
。

 最優秀賞 （プランターの部）

 花  岡  正  幸 ・ 美  津  子 さん（原口）
はな おか まさ ゆき み つ こ

　自宅の庭全体にセンスよく花が配置

されており、とてもきれいな庭園と

なっています。また、庭園の中がいく

つかのテーマをもって造られており、

楽しんで花づくりをされていることが

うかがえます。

　

道
を
行
く
と
、
道
路
脇
や
住
宅

の
軒
先
に
き
れ
い
な
花
が
咲
き
誇

り
し
ば
し
足
を
止
め
て
見
入
っ
た

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

第
２
回
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー

ル
に
は
市
内
全
域
か
ら　

点
の
作

３７

品
の
応
募
が
あ
り
、
専
門
家
や
市

民
代
表
に
よ
る
厳
正
な
る
審
査
の

結
果
、　

組
の
皆
さ
ん
の
受
賞
が

１５

決
定
し
ま
し
た
。

　　　　　　　　　花壇の作品の中で最も優秀な作

品１点に贈られました。

　　　　　　　　　プランターを主にした作品の中

で最も優秀な作品１点に贈られました。

全作品中、優秀と認められた作品４点に贈られました。

全作品中、入賞と認められた作品７点に贈られました。

　　花壇づくり活動に積極的に取組まれ努力された

区の作品２点に贈られました。

最優秀賞（花壇の部）

最優秀賞 （プランターの部）

優 秀 賞

入　　賞

参加奨励賞

優秀賞

東部中学校（常田）
　校内いたるところに花

が咲いており、中でも校

門右側の新設花壇とメイ

ンの花壇、中庭の１年生

から募集した「絆」をデ

ザインした花壇の見ごた

えがあります。生徒の皆

さんの力で、美しく丈夫

な花が咲いています。

 白  石 　 幸 男   さん（東上田）
しら いし ゆき お

　自宅の庭先を、朝顔や

サフィニアのプランター

で飾った庭園です。立体

感がでるようにプラン

ターの配置に工夫がされ

ており、庭先をきれいに

彩っています。

 田  中 　冨   代   さん（金井）
た なか とみ よ

　玄関周りの植木の

間にセンスよくプラ

ンターの花が配置さ

れており、見栄えの

するかわいらしい庭

園となっています。

 花  岡 　 秀 子   さん（出場）
はな おか ひで こ

　玄関入口から庭全

体まで、たくさんの

プランターに花があ

ふれんばかりに咲い

ています。全体的に

赤色の花が多く、色

鮮やかな美しい庭園

になっています。
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入　賞 海野宿振興会（本海野）
　広い公園内が花と芝

で覆われており、とて

もきれいな公園となっ

ています。花壇内の花

から公園全体の芝まで

手入れが行き届いてお

り、美しい景観をつく

りだしています。

 尾  山 　壽   繁   さん
お やま ひさ しげ

（上八重原）

　自宅前の道路に面し

た場所を花壇にしてあ

り、通行する人を楽し

ませてくれています。

植えられている花の種

類も多く彩りも豊かな

つくりの花壇です。

畔田を美しくする会
（畔田）

　区内を通る県道沿い

という花にとっては厳

しい環境の中、道路沿

線に花壇と約１００個の

プランターを設置し、

通行する人の目を楽し

ませてくれています。

ビューティーフラワーズ（下八重原）

　千曲ビューライ

ン沿いに、周囲の

景観と調和した形

で花壇がつくられ

ており、通行する

人の目を楽しませ

てくれる花壇です。

南部育成会（御牧原南部）

　今年から荒地を

借り受けてはじめ

た花壇で、御牧原

台地から見える浅

間山をイメージし

た形に花が植えら

れています。

海善寺北美化推進委員会（海善寺北）

　サンライン沿い

の花壇で、ケイト

ウが特徴です。そ

の彩りは道行く人

の目を楽しませて

くれています。

東御市商工会女性部・田中商店街女性の会（田中）

　田中駅前広場の

花壇で、東御市の

市章がデザインさ

れています。２つ

の花壇それぞれに

特徴をもたせたつ

くりになっており、

駅前を華やかにし

てくれています。

参加奨励賞

曽根区（曽根）

　区内の道路に面した広い

花壇に1,300本の花が植え

られています。維持管理を

されている区民の皆さんの

苦労がうかがえます。

田沢区（田沢）

　区内の道路に挟まれた場

所にある花壇です。トンボ

のデザインと「田沢区」が

花で描かれておりユーモア

のある花壇です。

▲受賞された皆さん（９月１７日、巨峰の王国まつりステージでの表彰式）



ホストファミリーの
ハートにふれた１４日間
　僕を迎えてくれたホスト

ファミリーは、母親と小学

生の２名と少なかったので

すが、大切なのは人数では

なくそのハートだと思いま

した。学校から帰るとほぼ

毎日どこかへ連れて行って

くれて素晴らしい経験をす

ることができました。この１４日間で一生心に残る

であろう素晴らしい思い出をもらったと思います。
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今
年
で
４
回
目
を
迎
え
る
中
学
生

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が

７
月　

日
〜
８
月　

日
ま
で
行
わ
れ
、

３０

１２

中
学
二
年
生　

名
（
東
部
中
８
名
・

１０

北
御
牧
中
２
名
）、
引
率
者
２
名
の

計　

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

１２

　

日
程
中
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
の
滞

在
は　

泊
で
、
中
学
生
一
名
に
つ
き

１０

一
家
庭
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

現
地
の
小
学
校 (S

t.L
u
k
es)

へ
は
ス

テ
イ
先
の
小
学
生
と
一
緒
に
７
日
間

通
い
、
英
会
話
レ
ッ
ス
ン
、
ア
ボ
リ

ジ
ニ
文
化
学
習
な
ど
で
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
つ
い
て
学
び
、
ま
た
現
地
ク

ラ
ス
や
日
本
語
ク
ラ
ス
に
参
加
し
な

が
ら
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
小
学
校
の

児
童
た
ち
、
現
地
の
先
生
方
な
ど
、

大
勢
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
こ
の
貴

重
な　

日
間
の
体
験
を
す
る
こ
と
が

１４

で
き
ま
し
た
。

　頼られる人間になりたいと実感
　オーストラリアの印象は、国も大きいがそ

こに住む人々もおおらかだということです。

僕はこの二週間で何をつかんだのか…僕はこ

れまでかなり親に頼っているところが多かっ

たのですが、これからは自分で考えて行動し、

頼られる人間になりたいと思いました。そし

てまたオーストラリアに行ってみたいと思い

ました。

ホームステイ日程

成田空港へ向け出発東御市発7月30日�

ブリスベン市内観光、学校
に到着後各家庭へ。ホーム
ステイのはじまり！

ブリスベン
着

7月31日�

学校で英語レッスン、アボ
リジニ文化学習、現地クラ
スや日本語クラスに参加

ブリスベン
滞在

8月1日�
～

　  5日�

ホストファミリーとの休日
8月6日�
～

　  7日�

学校で英語レッスン、現地
クラスや日本語クラスに参
加。フェアウェルパーティ
ー

8月8日�
～

　  9日�

ファームツアー（羊の毛刈
り、シープドッグショー他）ゴールド

コースト
滞在

8月10日�
～

　  11日� ラミントン国立公園でエコ
ツアー

東御市に到着
ブリスベン
発

8月12日�
 東 
あずま

　　 勇 太   さん
ゆう た

（東部中・加沢）

　念願のクリケットができました
　ホストファミリーは、私の不安を吹き飛ば

すほど明るくて優しく、完全ではないにして

もだんだんと意思の疎通ができるようになり

ました。学校でもみんなとても友好的で、ス

ポーツデイには念願のクリケットを体験。楽

しかった分別れはさびしかったですが、言葉

では言い尽くせない多くのものを、私はも

らったように思います。 安 
あん

 藤 
どう

 多 
た

 衣 子
え

   さん
こ

（東部中・西海野）

“Welcome KANA”のカードに感激
　行く前はどうやって１０日間過ごせばいいだ

ろうかと不安でしたが、ホストファミリーの

家に着いて“Welcome KANA”と書かれた

カードとコアラの人形が置いてあり、とても

うれしかったです。英語が相手に伝わった時

は本当にうれしくて、頑張って学習する気持

ちになりました。このような体験をさせてく

れたたくさんの方に感謝したいです。 小 
こ

 泉 　
いずみ

 佳 菜
か

   さん
な

（東部中・田沢）

 白  井 　 大 地   さん
しら い だい ち

（東部中・金井）

▲

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
時
間

　

は
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出

▼カンガルーとも仲良し！ ▼アボリジニ文化学習でフェイスペインティング



　たくさんふれあった
　　　本当のオーストラリア
　初めてホストファミリーに会った

時は英語の不安がありましたが、

ゆっくりと話してくれたので不安は

すぐになくなりました。学校では、

英語の他にも先住民アボリジニのこ

とを学び、ブーメランの投げ方を教

えてもらい最高に楽しかったです。

英語は難しかったですが、伝えよう

とすれば何とか伝わるものです。もっと勉強して楽しく会

話ができるようになりたいです。
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　忘れない、共に過ごした時間
　最初は分からなかった英語の授業も

日に日に分かるようになって自信が持

てました。別れの時には、クールであ

まり笑わなかったホストファーザーが

ニコッと笑って抱きしめてくれ、それ

だけで号泣してしまいました。ホスト

ファミリーの笑顔や言葉、学校の先生

や生徒に支えられて、感謝の気持ちで

いっぱいです。
 関 　 明  日 実   さん
せき あ す み

（東部中・海善寺）

　言葉の壁を越えた交流
　ホストファミリーと過ごしてうれし
かったことは、最初「Yes」とか「Thank 
you」などしか言えなかった時、家族のみ
んなが“Beautiful manner!”（ビューティ
フル・マナー）と言ってほめてくれたこと
でした。別れの朝は、みんなが抱きついて
きてくれて私は泣いてしまいました。こ
の素晴らしい経験をさせてくれた人たち
に感謝したいです。I'll never forget my 
homestay in AUSTRALIA!

 中  澤 　 香 織   さん
なか ざわ か おり

（東部中・原口）

　この経験これからに活かしたい
　学校では、Jo先生に楽しい授業をし
てもらい、難しい英語が話せなくても
YesとNoが言えて、相手の言っている
ことの意味が分かればほとんどやって
いかれることが判明しました。ものす
ごく疲れましたが、やさしいファミリ
ーやJo先生、学校の生徒などのおかげ
で、いい思い出をつくることができま
した。この経験をこれから活かしてい
きたいです。

 丸  山 　 千 尋   さん
まる やま ち ひろ

（東部中・曽根）

　大切な１４日間
　私は、ホストファミリーと近所を散

歩したり言葉を交わすうちに、不安や

緊張がなくなっていくのを感じました。

英語の授業では、最初Jo先生の英語が

分からなかったのですが、日がたつに

つれてだんだんと慣れてきました。１０

日間は長いようでとても短く感じられ、

それはオーストラリアで知り合ったた

くさんの方々のおかげだと思います。
 山  越 　 園 子   さん
やま こし その こ

（東部中・西宮）

　思いやりのある
　　ファミリーに迎えられて
　ホームステイはどの思い出も忘れら
れませんが、一番は、とても優しい思
いやりのあるファミリーに出会い、一
緒に過ごせたことです。お父さんは海
に連れて行ってくれたり、お母さんは
ランチと夕食を毎日作ってくれました。
英語ではうまく会話ができませんでし
たが、「笑顔」で交わしたコミュニケー
ションはとても楽しかったです。

 渡  邊 　 美 咲   さん
わた なべ み さき

（北御牧中・八反田）

 小 
こ

 林 
ばやし

　 和 貴   さん
かず き

（北御牧中・畔田）

▲
英
語
の
J
Ｏ
先
生
に

　

掛
軸
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

  引率者の声
　　　北御牧中学校教諭

 五  味 　 房 子   さん　
ご み ふさ こ

　このオーストラリアのホームス

テイは、大変だったこともありま

したが、美しく、楽しい思い出ば

かりが、今では次々に思い出されます。

　出発までは、私も「これで本当に大丈夫だろうか？」

と心配でした。英語ばかりではなく、パーティーで披露

する歌やスピーチも練習しなくてはならなかったので、

準備は大変でした。そして期待と不安のなかでオースト

ラリアに到着。ホストファミリーの家に迎えられて学校

での授業や活動が始まり、大変な思いもしながら一人一

人が全力で取り組んで、日に日に生徒の笑顔が増えてき

たことには感動しました。生徒も何度“帰りたい”と

思ったことでしょう。でも最後にはあの笑顔、そして別

れの時の涙です。こんなマジックをおこしてくれたオー

ストラリアの方々、そして生徒の前向きな頑張りに感動

と感謝です。

　生徒を見ている中で、英語はコミュニケーションツー

ルの一つで、大切なのはお互いを想い合う気持ちと笑顔

なのだと、改めて感じることができた１４日間でした。

▲

笑
顔
の
す
て
き
な

　

S
t.L
u
k
e
s  

校
の
生
徒
た
ち
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▲牙山市の桜並木にて

　

７
月　

日
か
ら
８
月
１
日
ま
で

２８

の
５
日
間
、 

無  
窮  
花 
会
に
よ
る
中

む 

く 

げ

学
生
韓
国
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
今
年
で

　

回
目
と
な
り
、
東
部
中
学
校
の

１３生
徒
２
名
、
北
御
牧
中
学
校
の
生

徒
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
一
行

は
利
川
陶
芸
村
、
韓
国
民
族
村
、

独
立
記
念
館
、
ソ
ウ
ル
市
内
な
ど

を
見
学
し
な
が
ら
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
体
験
し
ま
し
た
。 

牙  
山 
市
で
は
、

あ 

さ
ん

無
窮
花
会
と
友
好
交
流
を
し
て
い

る 
温
陽  
温  
泉 
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

お
に
ゃ
ん 
お
ん 
せ
ん

の
皆
さ
ん
の
案
内
に
よ
り
無
窮
花

会
が
植
樹
し
た
桜
並
木
を
見
学
し

ま
し
た
。

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生ホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーームムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムスススススススススススススススススススススススススススススススステテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiinnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn 韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国中学生ホームステイ in 韓国

▲桜並木の記念碑

　しっかり韓国語を
　　　　　　　使えました
　僕は、前から韓国に行きたいと

思っていました。それは、韓国ス

ターやワールドカップなどで身近

に感じていたからです。韓国に到

着し、観光地や戦争を知る施設な

どを巡りたくさんのことを勉強し

ました。ホームステイ先のお宅で

はおいしい料理が食べきれないほ

ど出てきました。韓国語を話す時

間は短かったのですが、しっかりと韓国語を使うことが

できました。この体験で学んだことを日常の生活で活か

せればいいです。

 笠 
かさ

 原 　
はら

 聡 太
そう

   さん
た

（東部中・本海野）

　語り合った韓国の友達
　ソウルの風景の第一印象は東京

とあまり変わらない感じでしたが、

ハングル文字の看板に韓国にきた

のだと実感しました。民族村では

ガイドさんの説明で韓国の歴史や

文化を勉強し、独立記念館では二

度と戦争を起こしてはいけないと

うことを強く思いました。

　ホームステイ先では、ソーヨン

ちゃんと英語の単語やハングル辞

典を使いながら夜遅くまで会話したことがいい思い出で

す。一緒に行った同級生とも仲良くなれたし、韓国の

ソーヨンちゃんとも友達になれてよかったです。

 山 
やま

 崎 　
ざき

 景 子
けい

   さん
こ

（東部中・原口）

　日韓友好の掛け橋に
　今回の訪問で韓国の方々の誠

実さや優しさにふれることがで

きました。ホームステイ先の李さんのご家族はまるで

旧知の友のように歓迎してくださり、美味しい手料理

で韓国の日常の家庭料理を味わうことができました。

利川陶芸村では、実際にろくろの体験もでき、生徒た

ちは文化の多くが朝鮮半島を経由して日本に伝えられ

たことを実感していました。また、戦争に関連する施

設では韓国と日本の歴史の事実を再認識したようでした。

参加した生徒ともども同じアジア人として両国の発展

や友好に少しでも寄与したいという気持ちを新たにし

たホームステイでした。

  引率者の声
　　　東部中学校２学年主任

 小 
こ

 林 　　豊
ばやし

   さん　
ゆたか
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　母国のホームステイを
　　　　　　　　案内して
　今年は両国間の政治的・歴史的

問題がおさまらない時期にホームステイを行うことにな

り不安感もありましたが、今回参加した生徒たちが楽し

く有益な時間を過ごし、無事に終えられたことを何より

うれしく思います。

　みんなで説明を聞きながら真剣にろくろを回して茶碗

を作ったことは印象深い思い出です。また、ホームステ

イを受けていただいた家庭では、初対面にもかかわらず

温かい歓迎を受け、生徒たちも国境を越えた人と人との

ふれあいを肌で感じて感激したことと思います。

　最近特に両国間の問題が取り上げられていますが、こ

のような民間交流を続けていけば必ずよい方向に向かう

と確信しています。

  引率者の声
　無窮花会会員

 申 　
しん

 章 　浩
ちゃん

   さん（田中） 
ほ

　韓国の歴史と文化と
　　　　　　家庭にふれて
　訪れた民俗村では、韓国の昔の

農家や魔よけのこと、悪人にはど

んなことをしたかなどたくさんの

ことを学ぶことができました。

ホームステイでお世話になったお

宅の家の大きさにびっくりしなが

ら、韓国の家庭の味をいただきま

した。牙山市では 顕 
けん

 忠 
ちゅう

 祠 で昔の韓
し

国の武将が残した手紙や刀を見学

し、また無窮花会が送った桜並木を現地のライオンズク

ラブの方に案内していただき、日韓友好の証を実際に見

ることができました。行く前は不安もありましたがとて

もよい経験になりました。

 直  井 　 美 穂   さん
なお い み ほ

（北御牧中・大日向）

　自信がなくても
　　　　会話ができました
　韓国を訪問して、印象に残った

のは独立記念館です。この展示館

では過去の日本の侵略のことがた

くさん展示してありました。生存

者の証言と韓国通史など歴史資料

を根拠として再現したらしいので

すが、とてもリアルで見ているだ

けで背筋が寒くなりました。歴史

について学んだ後はいよいよホー

ムステイ。韓国語であいさつをしましたが、少し自信が

なく小さい声になってしまいました。でも同い年の中学

生やその兄弟たちと仲良くなれて本当によかったです。

 小  宮  山 　恵   さん
こ み やま あや

（北御牧中・本下之城）

  
無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無
窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮窮
花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
のののののののののののののののののののののののののののののののの
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動

 
無  
窮  
花 
会
の
活
動

む 

く 

げ

　

田
中
の
写
真
家
、
岡
部
憲
一
さ

ん
が
昭
和　

年
に
「
美
し
き
韓
国

５１

写
真
展
」
を
旧
東
部
町
で
開
き
、

写
真
の
寄
贈
な
ど
を
き
っ
か
け
に

昭
和　

年
に
無
窮
花
会
を
立
ち
上

５２

げ
、
交
流
が
始
ま
る
。
両
国
の
友

好
の
証
と
し
て
国
花
を
植
樹
し
て

お
り
、
市
民
病
院
へ
続
く
道
に
無

窮
花
（
韓
国
の
国
花
）
１
０
０
本

を
植
樹
し
て
「 
無  
窮  
花 
通
り
」
と

む 

く 

げ

命
名
し
、
記
念
の
石
碑
も
建
立
し

て
い
る
。
牙
山
市
に
も
桜
１
０
０

本
を
送
る
な
ど
の
交
流
を
し
て
い

る
。

牙
あ

    山  市 
さん し

　 牙  山  市 は韓国の中西部に
あ さん し

あたる忠清南道の北に位置

する首都ソウル近くの拠点

都市です。 百  済 時代からの
く だら

長い歴史を持ち、農産物は

くるみ、巨峰などで東御市

と類似しており、またおい

しい米の産地としても知ら

れています。 無  窮  花 会と 牙 
む く げ あ

 山  市  温陽  温  泉 ライオンズク
さん し おにゃん おん せん

ラブは、１９８６年２月に姉妹

提携をしました。

▲ホームステイ先でのやすらぎの時間
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誕生日おめでとう！（10 月生まれ）

 佐  藤 　 輝 弥   くん（新張）
さ とう てる や

（1歳、H16.10.1生）

　輝弥、１歳のお誕生日おめで

とう。元気いっぱい大きくなあ

れ！

 井  出 　 陽 菜   ちゃん（新屋）
い で はる な

（1歳、H16.10.2生）

　１歳のお誕生日おめでとう。

陽ちゃんが産まれて１年。パパ

とママは毎日陽ちゃんから元気

をもらっているよ。これからも

元気いっぱいでいつも笑顔の陽

ちゃんでいてね。

 須  澤 　 桃 葉   ちゃん（田中）
す ざわ もも は

（1歳、H16.10.2生）
　桃のようにまんまるふわふわのも
もちゃん。産まれてきてくれてあり
がとう�。お兄ちゃんが大好きで
『たいちゃん』と呼びながらあとを
ついてまわっている毎日です。お兄
ちゃんもももちゃんが大好きでいつ
もべったりくっついているね！これ
からも兄妹仲良く、助け合って育っ
ていって欲しいとパパとママは願っ
ています。パパとママの大切な宝物
へ…�

 松  川 　
まつ かわ

 修 士
しゅう

   くん（田中）
と

（1歳、H16.10.23生）

　予定日よりずいぶん早く産

まれて小さかったのに、今で

は良く食べ、良く遊び元気

いっぱいでうれしいな。修

ちゃんお誕生日おめでとう。

 山  田 　 愛 梨   ちゃん（常田）
やま だ あい り

（1歳、H16.10.13生）
　愛梨お誕生日おめでとう！
泣き虫さんで大変だったけど、
今では少し歩くようになりお
話や音楽が大好き。本当に大
きくなったね。これからも元
気でパパとママにたくさんの
笑顔を見せてね☆

 下  村  心  乃 助   くん（本海野）
しも むら ここ の すけ

（2歳、H15.10.31生）

　わんぱくでおしゃべりな心

乃助。小さな体にみなぎるパ

ワー。それいけ！心乃助。心

優しくあたたかく、のびのび

元気に育ってね。

 � 
やなぎ

 澤 　 陽 久   くん（東町）
さわ あき ひさ

（1歳、H16.10.27生）
　智久お兄ちゃんが大好きな陽
くん。家族に可愛がられて、す
くすくと成長中。ママにとって
はあっという間の一年でした。
陽くんも智久お兄ちゃんと同じ
ように元気に大きくなってネ。
１歳のお誕生日おめでとう！

 加 
か

 藤 　　彰
とう

   くん（田中）
しょう

（３歳、H14.10.11生）

 加 
か

 藤 　ゆらちゃん
とう

（1歳、H16.10.23生）
　兄妹そろって誕生日おめでとう。や
んちゃ坊主で毎日ママの手をやく彰く
んと笑顔がかわいくておとなしいゆら
ちゃん。２人仲良くこれからもいっぱ
いの幸せを家族みんなにわけてね。

�

�

�

�

�������������

�������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

☆募集します!!☆
（対象者１１月生まれの３歳まで）

　写真・住所・氏名・TEL・コ

メント８０字程度を添えて企画課

広報担当までお送りください。

　締め切りは、10月12日（水）

必着。

 瀬  戸  山  保 香   ちゃん（赤岩）
せ と やま ほの か

（1歳、H16.10.10生）
　お誕生日おめでとう。何で
も人一倍早目にできるように
なって、パパとママは喜びと
驚きの連続の１年でした。こ
れからもいろんな事に興味を
持って、たくさんの事を覚え
ていってね。
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お
い
し
い
白
土

　
  
ば
れ
い
し
ょ
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楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽

　

明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
、「
国
民

皆
学
」
の
も
と
に
学
制
が
発
せ
ら
れ

ま
し
た
が
、
村
の
中
に
学
校
が
あ
っ

て
も
部
落
外
の
人
々
か
ら
被
差
別
部

落
（
以
後
「
部
落
」）
の
子
ど
も
た
ち

が
通
学
す
る
こ
と
を
拒
否
さ
れ
て
、

独
自
に
学
校
場
を
設
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
し
た
。

　

部
落
に
つ
く
ら
れ
た
学
校
場
は
、

「
部
落
学
校
」
あ
る
い
は
「
分
教
室
」

な
ど
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。（
小
諸
に

 
惟  
善 
学
校
が
現
存
）

い 

ぜ
ん

　

ま
た
通
う
べ
き
学
校
が
な
い
ま
ま

放
置
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
さ
え
あ
り

ま
し
た
。
旧
更
級
郡
の
部
落
で
は
、

二
年
も
前
か
ら
就
学
の
願
い
を
出
し

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
放
置
さ
れ

て
き
た
た
め
、「
文
明
開
化
」
の
世
の

中
で
、
自
分
た
ち
の
子
ど
も
だ
け

「
文
盲
」
と
な
る
の
は
困
る
の
で
、

す
ぐ
に
実
現
す
る
よ
う
嘆
願
書
が
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
地
の
部
落
の
児
童
が
部
落
外
児

童
と
同
じ
学
校
へ
の
入
学
が
許
可
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
部
落
の
子
ど

も
た
ち
は
喜
び
勇
ん
で
大
い
に
勉
強

に
励
み
部
落
の
子
が
首
位
を
占
め
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
事
例
も
あ
り

ま
し
た（
小
諸
の
高
橋
く
ら
子
な
ど
）。

　

す
な
わ
ち
「
新
平
民
を
も
共
に
入

学
せ
し
む
る
事
と
為
し
た
る
新
平
民

の
歓
喜 
大  
方 
な
ら
ず
父
兄
は
も
ち
ろ

ま 

ま

ん
本
人
ど
も
於
て
も
穢
多
の
児
な
れ

ば
と
云
は
れ
ん
は
残
念
な
り
と
て
非

常
に
心
を
用
ひ
子
弟
等
皆
な
熱
心
に

学
業
を
励
む
よ
り
驚
く
ば
か
り
の
上

達
に
て
今
は
各
級
と
も
其
の
首
席
は

彼
等
の
独
占
す
る
所
と
な
り
た
る
に

ぞ
」
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
が
ゆ

え
に
部
落
外
の
側
か
ら
の
反
発
が
募

り
「
村
民
や 
設 
ひ
学
問
の
進
み
た
れ

ま
ま

ば
と
て
斯
く
一
般
人
民
の
上
へ
出
し

て
は
村
内
万
般
の
事
柄
に
付
て
彼
等

の
増
長
せ
ん
計
り
が
た
け
れ
ば
新
平

民
の
子
弟
は
必
ず
各
級
最
末
席
に
列

せ
し
め
ら
れ
た
し
な
ど
教
員
へ
申
し

込
む
者
あ
り
」
と
い
う
。（「
新
潟
新

聞
」
一
八
九
二
年
五
月
十
日
）

　

こ
こ
に
も
常
に
部
落
の
人
た
ち
を

下
位
に
置
い
て
、
自
ら
の
地
位
の
安

全
弁
に
し
よ
う
と
す
る
構
図
の
一
端

が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

「
白
土
ば
れ
い
し
ょ
」を
四
人
の

知
人
に
送
り
ま
し
た
。

　

三
人
は
東
京
の
人
た
ち
で
、

「
ど
う
も
有
難
う
」
と
い
う
普
通

の
返
事
が
戻
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
一
人
、
じ
ゃ
が
い
も
の

本
場
北
海
道
の
知
人
に
初
め
て
送

っ
て
み
ま
し
た
。
毎
日
欠
か
す
こ

と
な
く
食
べ
て
い
る
と
い
う
人
か

ら
、
ど
ん
な
返
事
が
返
っ
て
来
る

か
、
食
べ
比
べ
て
み
て
欲
し
い
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

『
内
地
に
も
こ
ん
な
に
美
味
し

い
じ
ゃ
が
い
も
が
あ
る
な
ん
て
び

っ
く
り
だ
わ
』

　

『
内
地
の
じ
ゃ
が
い
も
を
食
べ

る
な
ん
て
考
え
た
こ
と
も
無
か
っ

た
わ
』

　

『
ク
リ
ー
ミ
ィ
な
味
で
お
い
し

か
っ
た
』

　

じ
ゃ
が
い
も
の
味
を
本
場
の
舌

の
肥
え
た
方
に
ほ
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

「
白
土
ば
れ
い
し
ょ
」は
本
当
に

お
い
し
い
ん
で
す
。
自
信
の
も
て

る
商
品
な
ん
で
す
。
報
告
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
土
屋
和
枝
）

　

市
報
と
う
み
を
毎
月
見
て
、
写

真
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

特
に
９
月
号
の
市
民
ま
つ
り
の
フ

ォ
ト
リ
ポ
ー
ト
は
秀
逸
で
し
た
。

　

参
加
者
の
表
情
が
い
き
い
き
し

て
い
て
、
祭
り
の
熱
気
、
興
奮
、

楽
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
、
読
み
や

す
い
市
報
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
一
市
民
）

　

市
報
と
う
み
を
ご
愛
読
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

後
と
も
市
民
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る

市
報
づ
く
り
を
さ
せ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
取
材
に
伺
っ
た
際

は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
　
　
　

（
市
報
担
当　

久
保
）

材料（4人前）
・ジャガイモ　400ｇ（中３ヶ）
・明太子　　　   60ｇ（２腹）
・レタスまたは青しそ　２枚
・マヨネーズ　   ３０ｇ（大さじ３）
・塩コショウ　  少々
・青のり粉　　  適宜

作り方
●１ 明太子の袋を裂いてマヨネー
ズとあえる。

●２ 洗ったジャガイモに熱が通りやす
いように３か所箸を通す。

●３ ジャガイモを丼に入れ、ラップを
ふんわり掛けて電子レンジで約７
分加熱する。

●４ ③のジャガイモの皮をむき１口大
に切り（またはつぶす）、塩コショ
ウを少々ふり①を混ぜる。

●５ レタスをのせた器に④を盛り、青
のり粉をふりかける。

※ゆでるなどの方法に比べ、電子レン

ジ使用でジャガイモに残るビタミン

Ｃが３５％アップするそうです！

明太子入り
ポテトサラダ

 富  岡 　 葉 子   さん
とみ おか よう こ

（桜井）

 
市
報
の

　
 
写
真
が
い
い

ビタミンＣ
たっぷりサラダ
で風邪予防！
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御
牧
原
保
育
園
の
園
児
は
、
毎
日

御
牧
原
の
台
地
に
元
気
い
っ
ぱ
い
の

歓
声
を
響
か
せ
て
い
ま
す
。　

名
と

４１

少
人
数
の
た
め
、
異
年
齢
間
の
か
か

わ
り
も
自
然
で
、
和
気
あ
い
あ
い
と

仲
良
く
あ
そ
び
な
が
ら
共
に
育
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
の
暑
い
夏
の
楽
し
か
っ
た
思

い
出
と
し
て
、
保
護
者
の
方
々
の
ご

協
力
の
も
と
行
わ
れ
た
夏
ま
つ
り
が

あ
り
ま
す
。
ま
だ
暑
さ
の
残
る
夕
方
、

か
わ
い
い
甚
平
や
色
と
り
ど
り
の
ゆ

か
た
姿
の
子
ど
も
た
ち
が
園
庭
に
集

ま
っ
て
く
る
と
、
真
中
の
櫓
か
ら
ド

ン
ド
ン
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
先
生
の
太

鼓
が
お
祭
り
気
分
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
ク
ラ
ス
ご
と
に
作
っ
た
お
み
こ

し
を
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
「
わ
っ

し
ょ
い
、
わ
っ
し
ょ
い
」
の
声
援
の

な
か
で
元
気
に
担
ぎ
ま
し
た
。
お
家

の
人
と
一
緒
に
踊
っ
た
り
、
ス
イ
カ

を
食
べ
た
り
し
た
後
は
、
い
よ
い
よ

園
児
お
待
ち
か
ね
の
ゲ
ー
ム
の
始
ま

り
で
す
。
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
ボ
ー
リ
ン
グ
、
あ
め
つ
か

み
、
そ
し
て
お
母
さ
ん
手
づ
く
り
の

ゲ
ー
ム
を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
た
。

ね
ず
み
た
た
き
ゲ
ー
ム
で
は
、
ね
ず

み
を
た
た
こ
う
と
す
る
園
児
と
た
た

か
れ
ま
い
と
動
か
す
職
員
の
間
で
微

笑
ま
し
い
攻
防
戦
が
か
わ
さ
れ
ま
し

た
。
親
子
い
っ
し
ょ
に
楽
し
ん
だ
園

児
の
バ
ッ
ク
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
で
も

ら
っ
た
景
品
や
お
菓
子
で
ふ
く
ら
ん

で
み
ん
な
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。
保

護
者
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
楽
し
い

一
夕
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
毎
日
の
プ
ー
ル
遊
び
で
日

に
焼
け
一
段
と
た
く
ま
し
く
な
っ
た

子
ど
も
た
ち
、
い
ま
は
運
動
会
に
む

け
て
新
し
い
体
操
や
リ
ズ
ム
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

▲楽しかった夏まつり

▲水着姿で元気いっぱい！

  
園
児
と
壁
画
を

　
　
　

描
い
て
み
て

　
　
　
　

北
御
牧
中
学
校

　

三
年　
 
渡  
辺 　
 
貴  
広 　

わ
た 
な
べ 

た
か 
ひ
ろ

（
布
下
） 

　

僕
た
ち
北
御
牧
中
学
校
三
年
二

組
は
、
中
央
保
育
園
の
年
長
組
さ

ん
と
９
月
７
日
に
壁
画
の
共
同
制

作
を
し
ま
し
た
。
壁
画
を
描
く
前

に
は
、
何
度
か
保
育
園
に
行
っ
て

遊
ん
だ
り
、
ど
ん
な
絵
を
描
き
た

い
の
か
聞
い
た
り
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
僕
た
ち
が
下
描
き
の
構
成

を
考
え
て
、
園
児
と
共
同
制
作
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

壁
画
を
描
く
当
日
、
僕
は
と
て

も
不
安
に
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
か

と
い
う
と
、
園
児
た
ち
が
絵
を
描

い
て
く
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
園

児
た
ち
は
僕
の
不
安
を
吹
き
と
ば

す
よ
う
に
、
黙
々
と
絵
を
描
い
て

く
れ
ま
し
た
。
絵
を
描
く
に
つ
れ

て
、
だ
ん
だ
ん
口
数
も
増
え
て
と

て
も
楽
し
い
共
同
制
作
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

僕
は
壁
画
を
描
い
て
い
て
、
園

児
は
す
ご
い
創
造
力
が
あ
る
と
思

い
ま
し
た
。
絵
は
、
本
物
そ
っ
く

り
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
、
園
児
た
ち

が
描
い
た
絵
は
ど
れ
も
生
き
生
き

と
し
て
い
て
す
ば
ら
し
い
も
の
で

し
た
。
共
同
制
作
の
中
で
壁
画
を

描
け
た
こ
と
、
純
真
な
物
の
見
方

や
表
現
の
仕
方
に
接
し
て
学
べ
た

こ
と
が
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

作
品
は
中
央
保
育
園
フ
ェ
ン
ス

に
展
示
し
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

  
運
動
会
を
全
力
で

　
　
　
　

祢
津
小
学
校

六
年　
 
宮  
野 
さ
ゆ
り　

み
や 

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
西
宮
）　

　

私
は
運
動
が
大
の
苦
手
で
す
。

で
も
、
６
年
間
で
最
後
の
運
動
会

な
の
で
全
力
で
が
ん
ば
り
た
い
と

思
い
、
家
で
も
い
ろ
い
ろ
練
習
を

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で
も

あ
ま
り
効
果
が
現
れ
ま
せ
ん
。
リ

レ
ー
で
も
み
ん
な
の
足
を
引
っ

張
っ
て
し
ま
い
、
だ
ん
だ
ん
自
分

に
自
信
を
持
て
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
し
た
。
で
も
そ
ん
な
時
に
友

達
は
「
が
ん
ば
れ
」
や
「
ど
ん
ま

い
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
は
げ
ま
し
て

く
れ
ま
す
。
そ
し
た
ら
私
は
私
な

り
に
全
力
で
が
ん
ば
れ
ば
い
い
の

か
な
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年

の
運
動
会
は
、
全
力
で
す
ば
ら
し

い
も
の
に
し
た
い
で
す
。

  
東
御
市
に
な
っ
て

　
　
　
　

祢
津
小
学
校

六
年　
 
神  
田 　
 
綾  
香 　

か
ん 

だ 

あ
や 

か

（
金
井
）　

　

東
御
市
に
な
っ
て
私
は
、
二
つ

の
事
を
感
じ
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、

テ
レ
ビ
の
天
気
予
報
に
東
御
市
の

名
前
が
出
て
い
た
事
で
す
。
ち
ょ

っ
と
し
た
事
だ
け
ど
自
分
の
住
ん

で
い
る
市
が
テ
レ
ビ
に
映
っ
て
い

る
の
を
見
る
と
す
ご
く
う
れ
し
く

な
り
ま
す
。
二
つ
目
は
合
併
し
た

北
御
牧
と
の
交
流
が
増
え
た
事
で

す
。
広
報
に
の
っ
て
い
る
行
事
に

参
加
し
て
み
る
と
北
御
牧
の
ぜ
ん

ぜ
ん
知
ら
な
い
人
と
友
達
に
な
っ

た
り
し
ま
す
。
行
事
が
終
わ
っ
た

あ
と
も
住
所
を
交
換
し
て
文
通
を

し
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

も
っ
と
交
流
の
場
を
増
や
し
て
、

も
っ
と
友
達
を
作
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
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とうみ

（6）

  
環
境
基
本
計
画
の
作
成
に

　
　
　

向
け
て
…
…
パ
ー
ト
④

　

「
東
御
市
環
境
基
本
計
画
」の
作
成

に
あ
た
り
、
市
民
や
事
業
者
が
主
体

と
な
っ
て
、
市
の
環
境
問
題
に
つ
い

て
意
見
交
換
や
討
議
を
行
う
た
め
の

「
東
御
市
環
境
市
民
会
議
」
が
発
足

し
ま
し
た
。

　

市
民
会
議
の
委
員
は
、
各
団
体
の

代
表
者
と
識
見
者
を
含
む　

名
で
構

１９

成
さ
れ
、
座
長
に
は
、
信
大
繊
維
学

部
助
教
授
の
小
西
哉
さ
ん
（
常
田
）、

副
座
長
に
は
、
く
ら
し
の
会
の
後
藤

通
子
さ
ん
（
東
町
）
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

市
民
会
議
は
、
２
ヶ
月
に
１
回
の

ペ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
、
環
境
基
本
計

画
に
盛
り
込
む
予
定
の
「
主
体
（
市

民
や
事
業
者
）
別
の
環
境
改
善
に
関

す
る
取
組
み（
役
割
）」に
つ
い
て
の

意
見
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

８
月　

日
に
は
第
２
回
目
の
市
民

１９

会
議
が
行
わ
れ
、「
自
然
環
境
・
生
活

環
境
・
都
市
環
境
・
地
球
環
境
・
環

境
教
育
」
の
５
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か

れ
て
分
科
会
を
行
い
、
多
く
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。

①
自
然
環
境

　

（
里
山
・
森
林
の
保
全
、
河
川
の
保

全
、
生
態
系
の
保
全
、
環
境
に
配
慮

し
た
農
林
業
の
推
進
な
ど
）

・
山
が
荒
れ
て
い
る
の
で
、
山
林
の

自
己
管
理
意
識
を
高
め
る

・
有
機
農
業
の
推
進

・
休
耕
地
の
活
用

・
オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
の
保
全
活
動
の

支
援

②
生
活
環
境

　

（
公
害
対
策
の
推
進
、
マ
ナ
ー
・
モ

ラ
ル
の
向
上
、
公
共
交
通
対
策
、
防

犯
・
防
災
対
策
な
ど
）

・
日
本
人
の
モ
ラ
ル
は
低
い
の
で
、

規
制
（
条
例
・
罰
則
）
が
必
要

・
防
犯
・
防
災
は
、
地
域
の
自
主
的

活
動
を
育
て
て
行
く
事
が
必
要

・
外
国
人
へ
の
情
報
提
供
の
推
進

③
環
境
教
育

　

（
環
境
教
育
の
推
進
、
環
境
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、
外
国
人
に

対
す
る
情
報
提
供
な
ど
）

・
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
、
小
さ
い
子
供

に
環
境
教
育
を
徹
底
す
る
こ
と
が

大
切

④
都
市
環
境

　

（
緑
化
の
推
進
、
景
観
保
全
、
土
地

利
用
、
歴
史
・
文
化
的
資
源
の
保
全

な
ど
）

・
土
地
管
理
の
徹
底
（
雑
草
駆
除
、

特
に
ブ
タ
草
退
治
）

・
生
垣
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

⑤
地
球
環
境

　

（
循
環
型
社
会
の
形
成
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
循
環
資
源
等
（
太
陽
光
・

雨
水
・
活
性
水
等
）
の
活
用
、
地
球

市民課  生活環境係
�64－5896

温
暖
化
防
止
対
策
な
ど
）

・
家
庭
か
ら
生
ご
み
を
出
さ
な
い
よ

う
に
す
る
（
活
性
水
の
普
及
啓
発

な
ど
）

・
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

推
進

・
オ
ー
ト
バ
イ
通
勤
通
学
の
促
進

　

今
後
市
民
会
議
で
は
、
環
境
改
善

に
関
す
る
取
組
み
の
原
案
を
作
成
す

る
予
定
で
す
。

〈
お
知
ら
せ
〉

　

県
で
は
、「
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
員
」
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
に

関
し
、
地
域
に
お
け
る
住
民
へ
の
情

報
提
供
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の

推
進
を
す
る
な
ど
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
長
野
県
庁
地
球
環
境

課
／
電
話
0
2
6
―
2
3
5
―
7

0
2
2　

ま
た
は
市
役
所
生
活
環

境
係
／
電
話　

―
5
8
9
6
ま
で

６４

ご
連
絡
下
さ
い
。

話
を
お
聞
き
し
、
と
て
も
満
足
し

て
帰
り
ま
し
た
。
ご
主
人
が
定
年

に
な
り
、
時
間
的
余
裕
が
で
き
た

か
ら
来
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

我
々
団
塊
の
世
代
も
あ
と
数
年
す

れ
ば
定
年
、
こ
の
よ
う
な
人
達
が

多
く
訪
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
期

待
で
き
そ
う
で
す
。

　

「
読
書
の
秋
」
、
趣
味
は
読
書

と
へ
た
な
ゴ
ル
フ
と
公
言
し
て
い

ま
す
。
な
か
な
か
本
を
読
む
時
間

を
と
れ
な
い
で
す
が
、
時
間
の
許

す
限
り
本
を
読
む
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
最
近
は
い
ろ
ん
な
作
家
の

本
を
読
み
、
そ
し
て
、
こ
れ
は
と

い
う
本
に
巡
り
会
う
と
、
と
て
も

感
動
し
ま
す
。
か
つ
て
、
三
島
由

紀
夫
に
凝
り
ま
し
た
。
最
後
の
作

品
と
も
言
え
る
「
豊
饒
の
海
」
は
、

人
間
性
を
追
求
し
て
あ
ま
り
あ
る

作
品
で
し
た
。
ま
た
、
ノ
ー
ベ
ル

文
学
賞
作
家
で
も
あ
り
ま
す
川
端

康
成
の
作
品
は
そ
の
自
然
の
美
し

さ
の
描
写
に
感
激
し
ま
し
た
。

　

秋
の
夜
長
、
す
ば
ら
し
い
作
品

と
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　

海
外
へ
出
て
み
て
初
め
て
日
本

の
良
さ
、
美
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

人
情
の
木
目
細
か
さ
、
四
季
の
美

し
さ
等
々
。
確
か
に
台
風
や
地
震

と
い
っ
た
災
害
は
多
い
わ
け
で
す

が
、
そ
れ
を
上
回
る
す
ば
ら
し
い

自
然
・
人
間
性
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。

　

「
芸
術
の
秋
」、
東
御
市
出
身
の

丸
山
晩
霞
画
伯
の
ご
遺
族
か
ら
６

０
２
点
の
絵
画
等
を
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。
長
年
の
懸
案
で
も
あ

り
ま
し
た
丸
山
晩
霞
記
念
館
の
開

館
に
向
け
弾
み
が
つ
く
も
の
と
思

い
ま
す
。
水
彩
画
の
大
家
と
し
て

世
に
広
く
知
ら
れ
、
島
崎
藤
村
と

も
交
流
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
、
い

ろ
ん
な
企
画
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

過
日
、
諏
訪
市
に
住
む
同
級
生

が
梅
野
記
念
絵
画
館
を
訪
れ
ま
し

た
。
絵
を
鑑
賞
し
、
梅
野
館
長
の №14

▲会議のようす
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◆
新
着
本
案
内
◆

◆
一
般
書

�
お
ま
け
の
こ 
…
… 
畠
中　
　

恵
・
著

�
恋
い
明
恵 
…
…
… 
光
岡　
　

明
・
著

�
容
疑
者
X
の
献
身

　
　
　
　
 
…
…
…
… 
東
野　

圭
吾
・
著

�
天
命 
…
…
…
…
… 
五
木　

寛
之
・
著

�
ぼ
く
は
ぼ
く
で
い
い

　
　
　
　
 
…
…
…
… 
秋
元　

良
平
・
写

◆
児
童
書

�　

円
シ
ョ
ッ
プ
大
図
鑑

１００

　

―
生
産
と
流
通
の
し
く
み
が

　
　

わ
か
る 
…
… 
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
・
編

�
家
族
で
楽
し
む
日
本
の
行
事
と

　

し
き
た
り 
…
…
… 
石
田　

繁
美
・
編

�
お
つ
き
さ
ま
っ
て
な
あ
に
？

　
　
　
 
…
… 
グ
レ
ッ
グ
・
カ
ウ
チ
・
絵

�
た
の
し
い
ホ
ッ
キ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
、

　

い
な
か
へ
い
く
！

　
　
　
 
…
…
… 
レ
イ
ン
・
ス
ミ
ス
・
絵

�
ゆ
び
一
本
か
ら
は
じ
め
る
手
話

　
　

１
〜
７ 
…
…
…
… 
ポ
プ
ラ
社
・
発

　
　

月　

日（
金
）は
、

１０

１４

　
　
　

お
は
な
し
会
が
あ
り
ま
す

場
所　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
ー
に
て

時
間　
　

時　

分
〜

１０

３０

対
象　

就
園
前
の
子
ど
も
さ
ん

　

お
知
ら
せ

　
　

月　

日
か
ら　

月　

日
ま
で
、
図

１０

２９

１１

２０

書
館
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、　

月　

日
発
行
の

１０

１７

「
市
報
と
う
み
お
知
ら
せ
版
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

10月のテーマブックス スポーツの秋  スポーツの秋

�
千
日
紅
の
恋
人　

　
　
　
　
　
　
　

帚
木　

蓬
生
・
著

【
内
容
】父
が
遺
し
た
古
い
ア
パ
ー
ト「
扇

荘
」
を
管
理
す
る
時
子
。
初
婚
は
死
別
、

再
婚
は
２
年
で
破
綻
。「
こ
の
ま
ま
ず
っ

と
独
り
な
の
か
し
ら
…
」
そ
ん
な
時
子
の

前
に
〝
彼
〞
は
現
れ
た
。
忘
れ
て
い
た
と

き
め
き
、
ゆ
れ
る
想
い
、
幸
せ
の
予
感
、

あ
ふ
れ
る

涙
。　

歳
、

３８

年
老
い
た

母
を
助
け

て
暮
ら
す

女
性
を
描

い
た
、
感

涙
の
物
語
。

�
さ
よ
な
ら
の
ポ
ス
ト

稲
葉　

真
弓
・
著　

【
内
容
】
森
の
中
に
緑
の
ポ
ス
ト
が
一
つ

有
り
ま
す
。
そ
こ
に
届
く
の
は
さ
ま
ざ
ま

な
別
れ
が
綴
ら
れ
た
「
さ
よ
な
ら
」
の
手

紙
…
。
そ

ん
な
ポ
ス

ト
を
守
る

お
じ
い
さ

ん
の
８
話

の
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
。

�
く
ま
ご
ろ
う

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ケ
メ
テ
ー
・
作
絵

【
内
容
】
こ
ぐ
ま
の
ぬ
い
ぐ
る
み
の
「
く

ま
ご
ろ
う
」
は
、
ち
い
さ
な
女
の
子
の
わ

が
ま
ま
や
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の
い
た
ず
ら
に

耐
え
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

あ
る
日
「
ぼ
く
に
だ
っ
て
こ
こ
ろ
が
あ
る

ん
だ
か
ら
」
と
、
や
さ
し
く
し
て
く
れ
る

家
族
を
求

め
て
旅
に

出
ま
し
た
。

本
当
の
家

族
は
見
つ

か
る
の
で

し
ょ
う
か
。

⑥

  
図
書
館
発

 
オ
ス
ス
メ
の
一
冊

●
け
ん
玉
ス
ポ
ー
ツ
教
室

●
ス
ポ
ー
ツ
の
名
前
の
な
ぞ

●
ア
ッ
と
い
う
ま

　

に
さ
か
あ
が
り
で
き
た
よ

●
ク
ラ
ス
全
員
で
で
き
る

　

ア
イ
デ
ア
ス
ポ
ー
ツ

コ
ラ
ム 
た
め
に
な
る

　
　
  
図
書
館 　

そ
の
２

「
今
日
返
っ
て
き
た

　

本
の
コ
ー
ナ
ー
」

　

図
書
館
を
よ
く
利
用
す
る
方

が
来
館
し
て
ま
ず
立
ち
寄
る
と

こ
ろ
に
、「
今
日
返
っ
て
き
た

本
の
コ
ー
ナ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。

場
所
は
カ
ウ
ン
タ
ー
横
に
あ
る

人
の
背
の
高
さ
ほ
ど
の
木
製
書

架
で
す
。
図
書
館
に
は

毎
日
平
均
５
０
０
冊
ほ

ど
本
が
返
っ
て
き
ま
す
。

返
っ
て
き
た
本
を
す
ぐ

に
配
架
せ
ず
に
し
ば
ら

く
の
間
、
こ
の
書
架
に

並
べ
て
お
き
ま
す
。

　

２
年
ほ
ど
前
に
図
書

館
協
議
会
の
視
察
研
修

で
埼
玉
県
小
川
町
図
書

館
を
視
察
し
、
そ
こ
で

「
今
日
返
っ
て
き
た
本

の
コ
ー
ナ
ー
」
を
発
見

し
て
こ
ん
な
方
法
も
あ

る
の
か
と
感
心
し
、
早

速
設
置
し
た
も
の
で
す
。

評
判
は
上
々
で
、
利
用

者
は
ま
ず
本
を
返
す
と
そ
こ
で
何

か
お
も
し
ろ
い
本
は
な
い
か
、
私

が
読
み
た
か
っ
た
本
が
返
っ
て
き

て
な
い
か
と
し
ば
ら
く
立
ち
止
ま

っ
て
コ
ー
ナ
ー
に
一
通
り
目
を
通

し
、
気
に
入
っ
た
本
が
あ
れ
ば
借

り
て
い
き
ま
す
。
他
人
は
ど
ん
な

本
を
読
ん
で
い
る
の
か
、
誰
で
も

ち
ょ
っ
と
気
に
な
り
ま
す
か
ら
ね
。

皆
さ
ん
も
来
館
さ
れ
た
際
は
ぜ
ひ

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
立
ち
寄
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

行

事

予

定

日本レクリエーション
協会：編

山下真二：作 国松俊英：作 藤原一生：作

秋です！さわやかな風の中でいろいろなスポーツにトライしてみませんか？

�
あ
ま
の
じ
ゃ
く
な
か
え
る

キ
ム
・
ド
ン
ソ
ン
・
絵　

【
内
容
】
む
か
し
、
あ
ま
が
え
る
の
か
あ

さ
ん
と
、
む
す
こ
が
す
ん
で
い
ま
し
た
。

お
か
あ
さ
ん
の
い
う
こ
と

に
、
さ
か
ら
っ
て
ば
か
り

い
た
む
す
こ
の
あ
ま
が
え

る
。
お
母
さ
ん
が
死
ん
で

初
め
て
素
直
に
な
っ
た
の

で
す
が
…
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とうみ

・
早
期
発
見
の
た
め
に

　

体
の
健
康
を
確
認
す
る
た
め
の

健
康
診
断
と
同
様
に
脳
の
健
康
診

断
が
あ
り
ま
す
。

　

脳
の
健
康
を
調
べ
る
の
は
難
し

そ
う
で
す
が
、
実
は
脳
の
働
き
を

簡
単
に
調
べ
ら
れ
る
「
脳
の
い
き

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
多
く
の
消

費
者
に
普
及
し
、
発
行
枚
数
は
平
成

　

年
３
月
末
で
約
２
億
６
千
枚
と
な

１６っ
て
お
り
、
成
人
一
人
あ
た
り
に
す

る
と
約
２
・
５
枚
持
っ
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

サ
イ
ン
一
つ
で
商
品
が
購
入
で
き

る
ク
レ
ジ
ッ
ト
も
、
一
定
額
ま
で
お

金
を
調
達
で
き
る
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
も

「
借
金
」
で
す
。
安
易
に
利
用
を
重

ね
る
と
、
支
払
額
が
多
額
に
な
っ
た

り
、
支
払
い
期
間
が
長
期
に
わ
た
っ

て
し
ま
う
こ
と
で
多
重
債
務
（
返
済

の
た
め
に
複
数
の
会
社
か
ら
借
金
を

す
る
）
に
陥
る
危
険
が
高
く
な
り
ま

す
。

【
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
心
得
】

①
む
や
み
に
多
く
の
カ
ー
ド
を
作
ら

な
い

②
支
払
い
計
画
を
よ
く
考
え
て
使
う

③
カ
ー
ド
で
い
く
ら
使
っ
た
か
記
録

し
て
お
く

④
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
に
は
高
い
利
息
が

つ
く

⑤
カ
ー
ド
や
名
義
を
他
人
に
貸
さ
な

い
⑥
カ
ー
ド
の
管
理
は
し
っ
か
り
と

⑦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
利
用
す
る
場

合
は
慎
重
に

在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
ォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォ
メメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン  
②

　
　
　
　
　
　
　
   
―
い
つ
ま
で
も
脳
の
は
た
ら
き
を
い
き
い
き
と
―

・
認
知
症
に
対
す
る
誤
解

　

認
知
症
は
治
ら
な
い
の
で
は
？

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
ん
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
な
」と
気

づ
い
た
軽
度
の
段
階
で
脳
の
働
き

を
活
発
に
さ
せ
る
よ
う
に
生
活
を

変
え
れ
ば
、
認
知
症
は
予
防
も
回

復
も
で
き
る
の
で
す
。

・
脳
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と

　
　
　
　
  
認
知
症
発
症

　

認
知
症
は
、
脳
の
司
令
塔
で
あ

る
前
頭
葉
の
働
き
が
低
下
す
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

趣
味
も
生
き
が
い
も
人
付
き
合

い
も
な
く
、
運
動
も
し
な
い
生
活

を
続
け
て
い
く
と
、
前
頭
葉
の
力

を
使
う
機
会
が
減
っ
て
し
ま
い
、

認
知
症
が
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
大

切
な
人
と
の
別
れ
が
あ
っ
た
り
し

て
、
意
欲
が
な
く
な
る
と
脳
が
居

眠
り
を
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

生
き
が
い
や
趣
味
を
も
っ
て
楽

し
く
暮
ら
す
こ
と
で
脳
が
い
き
い

き
と
働
き
ま
す
。

い
き
度
チ
ェ
ッ
ク
」
と
い
う
方
法

が
あ
り
ま
す
。「
ボ
ケ
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
ら
い
や
だ
な
あ
。」

と
思
わ
れ
る
方
…
。
認
知
症
の
兆

候
が
み
ら
れ
て
も
大
丈
夫
。
早
い

う
ち
に
み
つ
け
れ
ば
、
リ
ハ
ビ
リ

に
よ
り
、
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
か
ら
だ
と
同
じ
様
に
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切
な

の
で
す
。

・
脳
い
き
い
き
相
談
会

　
　

月
よ
り
、
各
区
公
民
館
へ
お

１１
伺
い
し
、
脳
い
き
い
き
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
脳
の
働

き
を
調
べ
て
健
康
状
態
を
確
認
で

き
ま
す
。
心
配
が
あ
る
方
は
も
ち

ろ
ん
個
別
で
相
談
し
て
い
た
だ
く

こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
前
頭

葉
を
し
っ
か
り
使
う
ゲ
ー
ム
な
ど

で
、
脳
刺
激
訓
練
を
体
験
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
外
へ
出
掛
け
て
楽
し
く

お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と
が
脳
を
い

き
い
き
さ
せ
る
た
め
の
第
一
歩
で

す
。

注
：
生
活
改
善
に
よ
る
予
防
の
対

象
と
な
る
認
知
症
は
、
認
知
症
の

9
割
以
上
を
占
め
る
と
い
わ
れ
て

い
る
老
化
廃
用
型
（
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
）
認
知
症
の
こ
と
で
す
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
・
血
管
性
痴

呆
・
二
次
性
痴
呆
は
専
門
医
で
の

治
療
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消
費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
のののののののののののののののののののののののののののののののの
窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓

 
消
費
者
の
窓

市
民
課
生
活
環
境
係　
　
　

―
５
８
９
６

６４

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

―
８
５
１
７

２７

 
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
ク
レ

 
ジ
ッ
ト
も
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
も

「
借
金
」
で
す

相談・問い合わせ先

�福祉の森在宅介護支援センター（総合福祉センター１階）　�64－5000

�ケアポート在宅介護支援センター（ケアポートみまき内）　�61－6060
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こちら119（東御消防署）

合　計旧北御牧旧 東 部

13（138）１（１3）12（125）件　数

30（194）２（１5）28（184）傷　者

  ０   （１）０（０） ０ （１）死　者

市内交通事故統計　　　　　　　　　　
 ８月３１日現在（※カッコ内は１月からの累計）

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の８月の出動件数＝

火災　２件（1５件）　救急　80件（654件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成１６年８月平成１７年８月

36.0度（６日） 35.3度（３日） 最高気温

14.5度（16日） 15.6度（30日） 最低気温

24.0度　　　　24.9度　　　　平均気温

74.8％　　　　78.7％　　　　平均湿度

97.5㎜　　　　121.0㎜　　　　降 水 量

 10月の納税 （納期10月31日）

�市県民税（３期）

�国民健康保険税（５期）

�介護保険料（４期）

10月カレンダー
土金木水火月日
1
8765432
1514131211109
22212019181716
29282726252423

3130

�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドババババババババババババババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイスススススススススススススススススススススススススススススススス国民年金アドバイス
年金受給者の皆さん誕生月には
「現況届」をお忘れなく
　年金をすでに受けている方が、引き続き受ける権利があ

るかどうか確認するための届を「現況届」といいます。

　誕生月の初め頃（１日生まれの方は前月初め頃）に送ら

れてきますので、必要事項を記入して、必ず誕生月の末日

（１日生まれの方は前月末日）までに社会保険業務セン

ターに到着するよう提出してください。

　届け出が遅れると、年金の支払いが一時止まることがあ

りますので、ご注意ください。

　なお、次のいずれか一つでも当てはまる方は提出の必要

がないので、現況届の用紙をお送りしていません。

・年金の裁定（決定）から一年以内の方

・年金が全額支給停止となっている方

・全額支給停止となっていた年金が受けられるようになっ

てから一年以内の方

 問い合わせ先 
　市民課国保年金係　　�62－1111（内線1231）
　小諸社会保険事務所　�（0267）22－1080

　国民健康保険税はいつからかかりますか？

　保険税は国民健康保険（以下　国保）の資格を得た月

からかかります。資格を得るのは、会社を辞めて社会保

険でなくなったときや、他の市町村から転入したときです。

届け出をしたときからではありませんのでご注意ください。

届け出が遅れた場合でも資格を得た月までさかのぼって保険

税がかかることになります。

◯例 ５月に会社を辞めて10月に国保加入の届け出をした場合
　　　  ▽会社を辞めた　　　　　　　　　　　▽国保加入の届け出

　この例の場合、届け出は１０月ですが、５月に国保に加入し

ているので、５月から翌年の３月までの分（年間保険税の１２

分の１１）がかかり、１１月から３月までの５回で全額を支払っ

ていただくことになります。

税務課　住民税係　�64－5877　

Q

Ａ

東御市社会福祉協議会
（８月中の受付分です）

匿　　　名　様 介護用品

匿　　　名　様 10,000円

桜井まさ江　様 介護用品

東御市民ゴルフ大会

　　　実行委員会　様 362,150円

善 意 を あ り が と う

10月9月8月7月6月5月
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とうみ

ななななななななななるるるるるるるるるるほほほほほほほほほほどどどどどどどどどどなるほど
TTTTTTTTTThhhhhhhhhheeeeeeeeeeThe

ごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみごみ（（（（（（（（（（ggggggggggoooooooooommmmmmmmmmiiiiiiiiii））））））））））（gomi）
NNNNNNNNNNoooooooooo..........11111111113333333333　　  No.1 3

 
牛
乳
パ
ッ
ク

 
回
収
の
取
り
組
み

　
　
   
〜
く
ら
し
の
会
〜

クリーンリサイクル係
�63－6814

　

市
民
団
体
「
く
ら
し
の
会
」
で

は
、
市
内
ス
ー
パ
ー
及
び
収
集
業

者
、
製
紙
業
者
と
協
力
し
て
、
牛

乳
パ
ッ
ク
を
回
収
し
、
リ
サ
イ
ク

ル
と
再
生
品
利
用
の
推
進
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
回
収
は
十
数

年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

協
力
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
で
回
収

さ
れ
た
牛
乳
パ
ッ
ク
は
、
空
き
箱

に
詰
め
ら
れ
（
平
均
で
一
箱
７
〜

８ 
㎏ 
ほ
ど
）、
収
集
業
者
が
回
収

し
て
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

倉
庫
に
集
め
ら
れ
て
年
二
回
製
紙

業
者
に
引
き
取
ら
れ
ま
す
。

　

引
き
取
ら
れ
た
牛
乳
パ
ッ
ク
は

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
テ
ィ
ッ

シ
ュ
な
ど
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た

後
、
再
び
店
頭
に
並
べ
ら
れ
ま
す
。

　

倉
庫
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
牛
乳

パ
ッ
ク
を
手
作
業
で
ト
ラ
ッ
ク
に

積
み
込
む
の
は
大
変
で
す
。
ト
ラ

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

健
康
運
動

  
健
康
運
動

指
導
士
で
す

指
導
士
で
す

 正 
しょう

 村 　
むら

 宣 
のぶ

 広 
ひろ

健康運動指導士
（健康保健課）

　 
「
筋
ト
レ
」
も

　
　
　

必
要
で
す
！

　

7
月
か
ら
総
合
健
診
が
行
な
わ
れ
、

結
果
報
告
会
も
各
区
の
公
民
館
な
ど

で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
に
は
、

保
健
師
に
「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の

運
動
」
を
す
す
め
ら
れ
た
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
こ
の
「
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
運
動
」
で
す
が
、
以
前
は
ウ
ォ

牛乳パック再利用
製品にはこのマー
クがあります。

味
を
持
ち
ま
す
。
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ

ー
パ
ー
な
ど
は
リ
サ
イ
ク
ル
商
品

の
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ッ
ク
は
東
御
市
で
再
生
品
を
卸
し

て
か
ら
再
び
荷
台
い
っ
ぱ
い
に
牛

乳
パ
ッ
ク
を
載
せ
、
製
紙
工
場
へ

運
び
ま
す
。

　

く
ら
し
の
会
で
は
「
協
力
し
て

下
さ
っ
て
い
る
消
費
者
、
ス
ー
パ

ー
の
方
々
や
業
者
の
方
な
ど
、
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
大
変
助
か
り
ま

す
。」
と
の
こ
と
で
す
。

　

牛
乳
パ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
は

再
生
品
が
流
通
し
て
は
じ
め
て
意

▲牛乳パックの積み込み作業風景

ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
に
代

表
さ
れ
る
、
有
酸
素
運
動
に
よ
る
呼

吸
･
循
環
器
系
の
改
善
に
焦
点
を
あ

て
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
し

か
し
、
最
近
は
効
率
よ
く
有
酸
素
運

動
を
す
る
た
め
、
ま
た
、
自
立
し
た

生
活
を
送
る
た
め
に
「
筋
力
」
も
鍛

え
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
が
認
識
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

筋
肉
は
、
自
動
車
に
た
と
え
る
と

エ
ン
ジ
ン
に
相
当
し
ま
す
。
こ
の
エ

ン
ジ
ン
が
大
き
け
れ
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
摂
取
し
た
カ
ロ
リ
ー
）
を
効
率
よ

く
消
費
し
て
く
れ
ま
す
。

　

自
動
車
は
、
低
排
気
量
、
低
燃
費

の
方
が
環
境
に
や
さ
し
い
の
で
す
が
、

身
体
の
エ
ン
ジ
ン
（
筋
肉
）
が
低
排

気
量
、
低
燃
費
だ
と
使
わ
れ
な
か
っ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ど
ん
ど
ん
蓄
え
ら

れ
て
し
ま
い
身
体
に
や
さ
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
が
生
活
習
慣
病
の
大

き
な
原
因
の
一
つ
な
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
エ
ン
ジ
ン
（
筋
肉
）

を
よ
り
大
き
く
す
る
た
め
に
、「
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

「
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」と
い
え
ば
、

バ
ー
ベ
ル
や
ダ
ン
ベ
ル
、
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ム
に
あ
る
よ
う
な
マ
シ
ー
ン
を

使
っ
た
運
動
を
思
い
浮
か
べ
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ
れ
に
限
ら
ず
、
自
分

の
体
重
や
身
の
回
り
に
あ
る
も
の
な

ど
を
負
荷
（
重
り
）
と
し
て
行
っ
て

も
充
分
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

年
齢
に
関
係
な
く
、
鍛
え
れ
ば
大
き

く
な
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
代
表
的
な
も
の
紹
介
し

ま
す
の
で
、
ご
家
庭
で
、
職
場
で
、

無
理
の
な
い
程
度
に
行
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
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ー
ト
ピ
ッ
ク
ス
ー　

地
域
の
話
題

　９月１７日・１８日、「第１４回巨峰の王国まつり」が東御中央
公園周辺を会場にして開催され、よい天候にも恵まれて親子
連れなど約６万人が会場を訪れました。
　１７日の開国式でテープカットとくす玉割りが行われると、
待ちかねた来場者が一斉に会場へ入り、巨峰の販売ブースは
買い求めようとする客で賑わいました。特設ステージでは、
仮面ライダー響鬼ショーや大田区くすのき連阿波踊り、縣ひ
ろ子コンサート、市民の皆さんによる音楽やダンスが行われ、
訪れた多くの皆さんが歌ったり、手拍子をしたりして楽しん
でいました。
　２日目はこのまつりの名物雷電鍋がつくられ、巨大ななべ
で用意された２万食のちゃんこ汁は１時間ほどで品切れに。
子どもたちも「具がたくさんでおいしいね」と大喜びでした。
友好都市大田区のバスツアー約130名の皆さんも会場入りし、
参加した女性は「おいしいぶどうときれいな景色が大好き。
たくさん巨峰を買って帰ります」と話していました。
　「第１１回ＪＡフェスティバル」も同時開催され、地元の農
産物や畜産物の販売や農機具の展示販売が行われました。

▲

左
か
ら
監
督
の
清
水
さ

ん
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
飛

知
和
さ
ん
、
副
キ
ャ
プ

テ
ン
の
小
笠
原
さ
ん

おいしい巨峰がたくさん実りました
巨峰の王国まつり、JAフェスティバル開催

地域ぐるみで防災の日
防災訓練各区で実施

　９月１日、防災の日にあわせて防災訓練が市内の
各区で行われました。
　このうち北御牧総合支所では、１階から火災が発
生し３階に逃げ遅れた人がいるという想定で避難訓
練が行われ、上田広域消防本部からはしご車や救助
資機材車などや市消防団が参加して、救助と放水の
訓練をしました。
　続いて大日向区と光ケ丘区の皆さんによる市民参加型の防災訓練が行
われ、バケツリレーでの消火訓練では、市民の皆さんが息をあわせてバ
ケツを回し、燃え盛る火に次々と水をかけて消火していました。同時に
消火器による消火訓練や煙体験ハウスでの体験など多くの訓練が行われ、
参加者は真剣な表情で訓練をしていました。この日は北御牧小学校の児
童と中央保育園の園児も参加。訓練中は消防暑職員の話を熱心に聞き、
地震や火災の怖さを実感していました。

　８月３０日、女子ソフトボールチーム「東御マリナーズ」の皆
さんが市役所を訪れ、市長に第１０回全日本レディースソフト
ボール大会に出場することを報告しました。
　東御マリナーズは６月に行われた県予選会で見事準優勝を果

たし、全国大会出場を決めました。キャプテンの 飛  知  和  美  恵 さ
ひ ち わ み え

んは「ソフトボールはメンバーの助け合いと練習によって上達
していくことが魅力。全国大会ではがんばりたい。」と話し、副

キャプテンの 小  笠  原 みゆきさんは「普段の生活では体験するこ
お がさ わら

とのない緊張感や達成感を味わえることもソフトボールの楽し
いところ。メンバー一丸となりたい。」と話していました。監督

の 清  水  俊  文 さんは「このチームの合言葉は『ライオンのように
し みず とし ふみ

強く、 豹 のようにきれいで、キリンのように品よく優雅であれ』
ひょう

というものです。その言葉を胸にがんばりたいです。」と話して
いました。全国大会は福井市で９月１７日から１９日まで行われ、
三重県のチームに借敗したものの、大健闘しました。

チーム一丸となって全国大会出場
女子ソフトボールチーム「東御マリナーズ」が全国大会へ

▲巨峰がとぶように売れています

▼ステージでは楽しい催しが
　盛りだくさん

▲東部中学校マーチングバンドの
　ファンファーレにより開国！

▲

練
習
風
景

▲

総
合
支
所
へ
一
斉
放
水

▲バケツリレーで
迅速に消火
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とうみ

自然の中で思い思いに描く
スケッチ大会

　８月２８日、芸術むら公園でス
ケッチ大会が行われ、親子連れな
ど約１４０名が参加しました。園児、
小学生、中学生の部では、県内外
から集まった指導者とボランティ
アのアシスタントが助言を担当。
参加者は思い思いに絵を描いてい
ました。

　８月28日・29日、第２回市民ゴルフ大会がグランス

テージカントリークラブ丸子コースで420名が参加し

て行われました。結果は次のとおりです。（敬称略）

《総合》　（新ぺリア方式）

○Ａクラス（グロス　～９１）

第２回  東御市市民ゴルフ大会結果

ネットハンディキャップグロス氏　　名順位

68.012.080吉池　幹雄優　勝

69.012.081武井　繁剛準優勝

6918.087本藤　　実３　位

ネットハンディキャップグロス氏　　名順位

67.632.4100原田　高夫優　勝

68.222.891満木亮太郎準優勝

70.024.094関　　五男３　位

ネットハンディキャップグロス氏　　名順位

69.632.4102高藤　基弘優　勝

69.831.2101山浦今朝芳準優勝

70.433.6104青木　茂良３　位

○Ｂクラス（グロス９２～１０0）

《シニアの部》

　　優　勝　花岡　和次　　（89／19.2／69.8）

《レディスの部》

　　優　勝　満木貴美江　　（85／13.2／71.8）

　　（　）内　グロス／ハンディキャップ／ネット

《ベストグロス賞》

　　椎塚　敏光　　（70＝34・36）

○Cクラス（グロス101～）

第２回  東御市水泳大会結果

記　録学校等氏　　名種　　目　　名

１分８秒83東部中竹花　一希中学生男子１００Ｍ自由形

１分１２秒３７東部中土屋　桜子中学生女子１００Ｍ自由形

０分２５秒３２一般Ａ荻原　則康一般男子Ａ５０Ｍ自由形

０分３２秒３２アクティブセンター吉岡　進吾一般男子Ｂ５０Ｍ自由形

０分３６秒２８アクティブセンター横井　佳代一般女子Ａ５０Ｍ自由形

０分４１秒３２アクティブセンター浜崎　潮子一般女子Ｂ５０Ｍ自由形

０分３５秒３１田中小細谷　剛史小学生５年男子５０Ｍ自由形

０分３６秒４０田中小佐藤まりな小学生５年女子５０Ｍ自由形

０分３８秒４５滋野小土屋　諒紘小学生６年男子５０Ｍ自由形

０分３８秒８２祢津小花岡　美希小学生６年女子５０Ｍ自由形

０分５３秒７４田中小掛川　知也小学生５年男子５０Ｍ平泳ぎ

０分４８秒１５田中小佐藤まりな小学生５年女子５０Ｍ平泳ぎ

０分５０秒６８祢津小吉澤　悠太小学生６年男子５０Ｍ平泳ぎ

０分４９秒９２祢津小清水真名美小学生６年女子５０Ｍ平泳ぎ

０分３４秒７７一般Ａ井沢　憲哉一般男子Ａ５０M平泳ぎ

０分４２秒５１アクティブセンター横井　潤二一般男子Ｂ５０M平泳ぎ

０分４８秒３７アクティブセンター横井　佳代一般女子Ａ５０Ｍ平泳ぎ

１分０３秒８７アクティブセンター田村　百絵一般女子Ｂ５０Ｍ平泳ぎ

１分３７秒２２東部中竹花　一希中学生男子１００Ｍ平泳ぎ

１分３５秒４９東部中土屋　桜子中学生女子１００Ｍ平泳ぎ

３分02秒33田中小小学生５年
男子２００Ｍリレー 掛川　知也井出悠太郎大川　泰広細谷　剛史

３分00秒93田中小小学生５年
女子２００Ｍリレー 佐藤まりな長島　香奈関　香野子馬場ちひろ

２分51秒81滋野小小学生６年
男子２００Ｍリレー 直井　啓太土屋　諒紘五十嵐勇貴太田　湧基

２分50秒06祢津小小学生６年
女子２００Ｍリレー 山越咲絵子清水　理美花岡　美希清水真名美

１分47秒20今井家シーフード中学・一般
２００Ｍリレー 柳沢　　敦美斉津拓秀荻原　則康井沢　憲哉

　８月２７日、市民プールにおいて開催されました。結果

は次のとおりです。（記録太字は大会新記録）　　（敬称略）

▲わくわくキッズコーナーの
　子供たち。とても楽しそう
　です

中学３年生の歌声高らかに
第２回東御市中学校音楽会

　９月９日、市内２中学校の３年生が文化会館に集まり「第２
回東御市中学校音楽会」が行われました。選択音楽の琴合奏
（東部中）で開演し、全クラスが壇上で発表。最後の北御牧中
の学年合唱まで、練習の成果を披露しました。生徒たちは音楽
を通した交流を行い、いい思い出になったことでしょう。

▲

北
御
牧
中
の
皆
さ
ん

　

の
学
年
合
唱

天気に恵まれ大盛況
サンファームとうみで
ナイアガラ狩り

　９月４日、サンファームとうみ
（出場）で「親子ふれあいナイアガ
ラ狩り」が行われ、親子連れなど約
１２０名が訪れました。ぶどう畑の中
は、おいしそうなナイアガラでいっ
ぱい。親に抱えられた子どもたちは
うれしそうに収穫していました。

▲おいしいぶどうが
　とれました

地元の河川をきれいに
小北浄化槽維持管理協議会
東御支部が鹿曲川を清掃

　9月4日、小北浄化槽維持管理協議会設立30周年の
事業として、河川清掃が行われました。この協議会は
小諸・北佐久地域の浄化槽設置者や関係業者が、浄化

槽の適正な管理、施工を目的と
して活動しており、北御牧地区
に東御支部が置かれています。
この日は有志の会員約20名が
北御牧小学校付近から上流の鹿
曲川のゴミ拾いを行い、2時間
ほどの作業で軽トッラク1台分
のゴミを集めました。
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東
御
市
議
会
第
３
回
定
例
会
開
会

　

議
案
を
審
議

３３

で
き
ご
と
短
信

８
・　

▼
市
文
化
協
会
カ
ラ
オ
ケ
部
会

２８
　

周
年
記
念
発
表
会
（　

名

１０

１２０

が
熱
唱
）

９
・
２
▼
曽
根
と
大
川
の
市
民
が
参
加

し
て
ア
レ
チ
ウ
リ
駆
除
活
動

９
･
３
▼
文
化
会
館
に
て
「
フ
ォ
ト
ク

ラ
ブ
イ
ナ
ガ
キ
第
７
回
写
真

展 

光
と
風
」開
催（
〜　

日
）

１１

９
･　

▼
火
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

１５

ル
実
行
委
員
会

９
・　

▼
第
２
回
東
御
市
弓
道
大
会

１８

９
・　

▼
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

２１

　
　
　
　

（
〜　

日
）

３０

　

９
月
６
日
、
東
御
市
議
会
第
３

回
定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
は
、
平
成　

年
度

１６

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
係
る
議
案

　

件
、
平
成　

年
度
補
正
予
算
に

１５

１７

係
る
議
案　

件
、
条
例
改
正
に
か

１２

か
る
議
案
２
件
な
ど
計　

議
案
が

３３

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月　

・　

日
は
一
般
質
問
が

１３

１４

行
わ
れ
、
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
、
農

業
振
興
、
教
育
関
係
な
ど
に
つ
い

て
質
問
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月　

日
に
行
わ
れ
た
本
会
議

１５

で
は
、
平
成　

年
度
補
正
予
算
に

１７

係
る
議
案
が
原
案
ど
お
り
承
認
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
第
３
定
例
会
は
９
月　

日
２９

ま
で
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
詳
し
く
は　

月
発
行
の
議
会
だ

１１

よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

  
市
長
招
集
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
抜
粋
）

　

８
月
６
日
に
開
か
れ
ま
し
た
第

一
回
東
御
市
民
ま
つ
り
は
、
市
民

主
体
の
祭
り
に
し
よ
う
と
、
市
民

の
方
々
に
企
画
か
ら
運
営
ま
で
携

わ
っ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
９
月
１
日
の
防
災
の
日
に

は
、
東
御
市
第
一
回
地
震
総
合
防

災
訓
練
を
開
催
し
、
大
勢
の
市
民

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
所
期

の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
市
民
病
院
の
医
局
体
制

に
つ
い
て
は
、
８
月
に
内
科
医
１

名
が
入
局
し
、　

月
に
は
外
科
医

１０

１
名
が
入
局
す
る
予
定
で
す
。
今

後
も
常
勤
医
の
確
保
と
経
営
改
善

に
向
け
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
引

き
続
き
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

市
政
の
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

第
７
回
子
育
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

  
「
す
く
す
く
ひ
ろ
ば
ワ
ン
・
ツ
ー
・
ス
リ
ー
」
開
催

手
づ
く
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

　
　
　
　
　
　
　
 
約
１
２
０
０
人
が
来
場

　

９
月　

日
、
第
７
回
子
育
て
フ

１０

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
と
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、

約
１
２
０
０
人
の
家
族
連
れ
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
子
ど
も
た
ち

の
代
表
が
は
さ
み
を
入
れ
る
と
、

子
ど
も
た
ち
が
は
し
ゃ
ぎ
な
が
ら

次
々
と
入
館
し
、
早
速
各
保
育

園
・
幼
稚
園
で
設
置
し
た
遊
び
の

コ
ー
ナ
ー
へ
。
子
ど
も
た
ち
は
、

お
面
づ
く
り
、
も
ぐ
ら
た
た
き
、

小
麦
粉
粘
土
な
ど
の
コ
ー

ナ
ー
を
回
っ
て
は
、
笑
顔
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
子
育
て
健
康

相
談
や
救
急
体
験
、
栄
養
に

関
す
る
コ
ー
ナ
ー
、
食
改
試

食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
置
さ

れ
、
保
護
者
が
訪

れ
て
は
熱
心
に
話

を
聞
い
て
い
ま
し

た
。
市
で
は
「
東

御
市
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
」

に
基
づ
い
て
、
子

育
て
支
援
施
策
を

積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

▲開会のようす

▲パズルに一生懸命！ ▲リズム遊びを体験▲もぐらたたきた
のしいな！

�� �������������������������������������������
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とうみ

●
農
業
委
員
担
当
地
区
の

　
　
　
　

変
更
に
つ
い
て

　

所
委
員
の
就
任
と
竹
内
委
員
の

退
任
に
と
も
な
い
、
次
の
委
員
に

つ
い
て
担
当
地
区
が
変
更
に
な
り

ま
す
。

別
府　

俊
勇
委
員
…
田
中
、
県

小
林
毅
一
郎
委
員
…
大
川
、
栗
林

農業委員会
コーナー
編集　東御市農業委員会
　　　�64－0535　　  

№ 3

●
新
任
農
業
委
員
の
紹
介

 
所 

と
こ
ろ　
　
 
和  
栄 

か
ず 

え

（
担
当
地
区

　
　

本
海
野
・

　
　
　

西
海
野
）

●
農
業
委
員
退
任

 
竹  
内 　
 
良  
宣 

た
け 
う
ち 

よ
し 
の
ぶ

　
　

（
前
会
長
）   

農
業
委
員
会
の
組
織
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
だ
よ
り
№
２
で
は
、
農
業
委
員
会
そ
の
も
の
に
つ
い
て

説
明
を
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
現
在
、
東
御
市
農
業
委
員
会
が
ど
の

よ
う
な
組
織
で
業
務
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
定
例
総
会
…
…
本
会
議　

最
高
決
定
機
関
（
農
地
法
案
件
等
）

　
　
　
　
　
　
　

全
員
協
議
会　

農
業
委
員
会
活
動
に
関
る
こ
と
全
般

◎
役
員
会
…
…
…
定
例
総
会
開
催
に
あ
た
り
運
営
委
員
会
と
し
て

◆
部
会
の
担
当
業
務

　

農
地
部
会
…
…
農
地
全
般
（
流
動
化
・
パ
ト
ロ
ー
ル
・
違
反
転
用
等
）

　

農
政
部
会
…
…
農
作
物
関
連
と
意
見
集
約
等

　

経
営
改
善
部
会
…
…
担
い
手
育
成
、
農
業
者
年
金
等

  
何
で
も
農
地
相
談
室　
そ
の
２

　

現
在
夫
婦
・
子
供
２
人
の
４
人

で
ア
パ
ー
ト
を
借
り
て
生
活
し
て

い
ま
す
。
父
親
の
農
地
を
借
り
て

住
宅
を
新
築
し
た
い
の
で
す
が
、

農
地
法
の
手
続
き
は
ど
の
よ
う
に

な
り
ま
す
か
。

　

農
地
を
農
地
以
外
に
す
る
場
合

は
、
農
地
法
の
許
可
が
必
要
で
す
。

優
良
農
地
を
確
保
し
て
農
業
生
産

力
を
維
持
し
、
農
業
経
営
の
安
定

を
図
る
と
と
も
に
農
業
と
農
業
以

外
の
目
的
の
た
め
の
土
地
利
用
関

係
を
調
整
し
て
そ
の
合
理
化
を
図

る
た
め
転
用
を
適
正
に
規
制
す
る

た
め
で
す
。

※
農
地
転
用
と
は

　

農
地
等
を
住
宅
や
工
場
等
の
建

物
敷
地
、
資
材
置
場
、
駐
車
場
、

道
水
路
、
山
林
等
農
地
以
外
の
用

途
に
転
用
す
る
こ
と
で
す
。

　

農
地
法
第
４
条
の
転
用

　
　

権
利
移
動
を
伴
わ
な
い
農
地

転
用

　

農
地
法
第
５
条
の
転
用

　
　

権
利
移
動
（
所
有
権
移
転
・

賃
借
権
設
定
等
）
を
伴
う
農

地
転
用

QＡ
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▼
と
ん
ぼ
が
辺
り
を
飛
び
、
風
も
涼

し
い
秋
風
に
変
わ
り
ま
し
た
。
秋
の

恒
例
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
巨
峰
の
王
国

ま
つ
り
は
大
勢
の
皆
さ
ん
で
賑
わ
い

ま
し
た
▼
こ
の
時
期
、
巨
峰
な
ど
秋

の
お
い
し
さ
を
舌
で
実
感
し
て
い
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
人
そ
れ
ぞ

れ
に
秋
の
楽
し
み
方
が
あ
り
ま
す
が
、

食
べ
る
こ
と
が
好
き
な
私
は
な
ん
と

い
っ
て
も
味
覚
の
秋
、
食
欲
の
秋
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
▼
「
飽
食
の
時

代
」
と
言
わ
れ
る
昨
今
で
す
が
、
国

内
外
の
災
害
報
道
を
見
る
た
び
に
、

社
会
の
諸
機
能
が
ま
ひ
し
た
際
に
自

力
で
確
保
で
き
る
食
料
は
わ
ず
か
で

あ
る
と
気
付
き
、
ほ
と
ん
ど
の
食
料

は
多
く
の
人
の
活
動
を
経
た
う
え
で

消
費
で
き
る
も
の
だ
と
痛
感
し
ま
す

▼
今
、
こ
れ
か
ら
私
の
口
に
入
る
食

べ
物
を
前
に
し
て
、
自
然
の
恵
み
と

生
産
者
な
ど
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
毎

日
料
理
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
妻
に
感

謝
し
な
が
ら
お
い
し
い
秋
を
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。（市

報
担
当　

久
保
）

編
集
後
記

●梅野記念絵画館・ふれあい館　●℡61－6161　●開館時間：火～日曜日9:30～17:00

世帯数
11,109世帯（＋２７）

総人口
32,129人（＋１３）
男 15,797 人 （＋１９）
女 16,332人 （－６）

（９月１日現在）

人の動き

転入116人（＋1５）
転出102人（＋1２）
出生  21人（－４）
死亡  22人（－１２）
 ※カッコは８月対比

　
　

月
２
日
か
ら　

月　

日
ま
で
水
村
喜
一
郎
展

１０

１２

１８

を
開
催
し
ま
す
。

　

水
村
喜
一
郎
さ
ん
は
東
京
下
町
の
向
島
に
と
び

職
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る

「
が
き
大
将
」
で
あ
っ
た
水
村
さ
ん
は
、
九
歳
の

と
き
鬼
ご
っ
こ
に
興
じ
て
い
る
う
ち
に
高
圧
電
線

に
触
れ
、
両
腕
を
失
い
ま
し
た
。

　

水
村
さ
ん
は
「
両
腕
を
失
っ
て
も
夢
は
捨
て
な

い
」
と
い
う
自
伝
を
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
本

の
中
に
「
障
害
を
乗
り
越
え
絵
が
描
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
、
と
い
う
話
を
す
る
と
、
み
な
拍
手

し
て
く
れ
る
と
い
う
。
そ
う
い
う
生
き
方
は
僕
は

ち
っ
と
も
い
い
と
は
思
わ
な
い
。
少
な
く
と
も
絵

描
き
は
絵
が
よ
く
て
も
、
悪
く
て
も
、
絵
が
す
べ

て
だ
。
手
で
描
こ
う
が
、
口
で
描
こ
う
が
、
同
じ

土
俵
で
勝
負
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
か
ら
だ
。」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
願
い
を
貫
く
た
め
に
、
水
村
さ
ん
は
日
常

の
生
活
を
強
靱
な
意
志
と
行
動
力
を
も
っ
て
歩
い

て
い
る
人
で
あ
る
と
私
は
尊
敬
し
て
い
る
の
で
す
。

水
村
さ
ん
の
全
貌
を
知
る
に
は
、
ご
自
身
の
自
伝

を
読
ま
れ
る
こ
と
を
お
薦
め
し
ま
す
。

そ
の　
１８

　
　

『
運
河
の
工
場
』（
江
東
・
東
京
）　
　

水
村
喜
一
郎

水村喜一郎　「運河の工場」　　油彩キャンバス53.0×65.2　1978年

　

こ
こ
に
掲
載
し
た
「
運
河
の
工
場
」（
江
東
・

東
京
）
は
主
体
美
術
会
員
に　

歳
で
推
挙
さ
れ
る

３５

前
後
の
作
品
で
、
自
己
の
画
風
を
確
立
さ
れ
た
時

代
の
代
表
的
作
品
の
一
つ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

水
村
さ
ん
の
絵
に
は
水
村
さ
ん
自
身
の
願
い
の

色
が
あ
り
ま
す
。
デ
リ
ケ
ー
ト
な
水
村
さ
ん
の
表

情
が
見
え
ま
す
。
自
分
の
眼
の
高
さ
に
風
景
を
見

て
と
ら
え
、「
こ
れ
が
オ
レ
で
あ
る
。」
と
い
う
絵

を
描
こ
う
と
い
う
気
迫
を
感
じ
ま
す
。

　

「
絵
は
絵
自
体
の
魅
力
こ
そ
す
べ
て
で
あ
る
。」

と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
近
代
美
術
の
中
で

埋
没
、
忘
却
さ
れ
た
物
故
洋
画
家
の
み
を
蒐
集
顕

彰
し
て
き
た
私
は
、
今
ま
で
の　

年
の
禁
を
破
り
、

２０

今
年
初
め
て
現
存
す
る
洋
画
家
水
村
さ
ん
の
個
展

を
開
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私

に
と
り
ま
し
て
も
自
己
脱
皮
を
は
か
る
記
念
す
べ

き
展
覧
会
に
な
る
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
水
村
さ
ん
の
絵
は
美

智
子
妃
殿
下
に
認
め
ら
れ
、「
夕
映
え
の
鴨
川
漁

港
」
と
い
う
絵
が
皇
居
に
収
め
ら
れ
、
園
遊
会
に

は
展
示
さ
れ
る
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

（
文　

梅
野
隆
館
長
）


